




5 自宅アパート一棟と共に異世界へ４
蔑まれていた令嬢に転生（？）しましたが、自由に生きることにしました

第
一
章　

迷
宮
ダ
ン
ジ
ョ
ン
地
下
十
四
階

私
、
椎し

い

名な

沙さ

良ら

（
四
十
八
歳
）
は
異い

世せ

界か
い

召し
ょ
う

喚か
ん

さ
れ
て
公こ

う

爵し
ゃ
く

令れ
い

嬢じ
ょ
う

の
リ
ー
シ
ャ
（
十
二
歳
）
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
異
世
界
召
喚
の
際
に
授
か
っ
た
能
力
―
―
召
喚
で
、
兄
の
賢け

ん

也や

と
、
ダ
ン
ジ
ョ
ン
マ
ス
タ
ー
に
な
っ
て

い
た
幼

お
さ
な

馴な

染じ
み

の
旭

あ
さ
ひ

尚な
お

人と

を
召
喚
し
て
、
今
は
迷め

い

宮き
ゅ
う

都と

市し

に
移
り
、
三
人
で
冒
険
者
活
動
を
し
て
い
る
。

召
喚
時
に
三
十
七
歳
若
返
っ
て
し
ま
っ
た
兄
と
旭
も
、
異
世
界
で
七
年
経
っ
た
今
は
二
十
一
歳
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
シ
ル
バ
ー
ウ
ル
フ
の
シ
ル
バ
ー
と
ハ
ニ
ー
ビ
ー
の
ハ
ニ
ー
を
従

じ
ゅ
う

魔ま

に
し
て
、
新
し
い
仲
間
も
増
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

◇　
　

◇　
　

◇

月
曜
日
。
先
週
、
迷
宮
都
市
近
く
の
迷
宮
ダ
ン
ジ
ョ
ン
地
下
十
三
階
の
攻
略
が
済
み
、
今
日
か
ら
は
地
下
十
四
階

に
移
動
す
る
。

兄
と
旭
は
レ
ベ
ル
が
29
に
な
っ
て
、
私
は
地
下
三
十
階
に
一
人
で
行
っ
て
魔
物
を
倒
し
た
か
ら
レ
ベ
ル
が
35
に
上

が
っ
て
い
た
。

で
も
一
人
で
地
下
三
十
階
に
行
っ
た
こ
と
は
、
絶
対
兄
に
は
内
緒
だ
。

も
し
バ
レ
た
ら
、
確
実
に
お
説
教
地
獄
が
待
っ
て
い
る
。
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・
土つ
ち

魔
法
：
ア
ー
ス
ボ
ー
ル
（
レ
ベ
ル
10
）、
ア
ー
ス
ア
ロ
ー
（
レ
ベ
ル
１
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ー
ス
ニ
ー
ド
ル
（
レ
ベ
ル
１
）

　
　
　
・
水み
ず

魔
法
：
ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ー
ル
（
レ
ベ
ル
10
）、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ア
ロ
ー
（
レ
ベ
ル
１
）

　
　
　
・
風か
ぜ

魔
法
：
ウ
ィ
ン
ド
ボ
ー
ル
（
レ
ベ
ル
10
）、
ウ
ィ
ン
ド
ア
ロ
ー
（
レ
ベ
ル
１
）

　
　
　
・
石せ
き
化か

魔
法
：
石
化
（
レ
ベ
ル
７
）

　
　
　
・
氷
こ
お
り

魔
法
：
ア
イ
ス
ボ
ー
ル
（
レ
ベ
ル
１
）、
ア
イ
ス
ニ
ー
ド
ル
（
レ
ベ
ル
１
）

　
　
　
・
雷
か
み
な
り

魔
法
：
サ
ン
ダ
ー
ボ
ー
ル
（
レ
ベ
ル
１
）、
サ
ン
ダ
ー
ア
ロ
ー
（
レ
ベ
ル
10
）

　
　
　
・
闇や
み

魔
法
：
ド
レ
イ
ン
（
レ
ベ
ル
７
）

　
　
　
・
無む

属ぞ
く

性せ
い

魔
法
：
魅
惑
（
レ
ベ
ル
０
）、
魅
了
（
レ
ベ
ル
１
）、
テ
イ
ム
（
レ
ベ
ル
３
）

　
　
　
・
テ
イ
ム
魔
法
：
テ
イ
ム
（
レ
ベ
ル
３
）

　
　
　
　

　
　
【
シ
ル
バ
ー
】

　
　
　
・
性
別
：
雄お
す

　
　
　
※
術
者
の
Ｍ
Ｐ
を
１
３
０
消
費

　
　
　
※
シ
ル
バ
ー
ウ
ル
フ
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ル
フ
に
進
化
中

　
　
【
ハ
ニ
ー
】

　
　
　
・
性
別
：
雄

あ
の
兄
が
淡
々
と
話
す
声
を
聞
く
だ
け
で
、
背
筋
が
ぞ
っ
と
す
る
の
だ
。

旭
に
バ
レ
て
も
、
き
っ
と
兄
に
は
秘
密
に
し
て
お
い
て
く
れ
る
と
思
う
け
ど
、
一
応
旭
に
も
言
っ
て
な
い
。

も
し
か
し
た
ら
前
世
の
旭
の
妹
―
―
雫

し
ず
く

ち
ゃ
ん
が
、
旭
の
よ
う
に
、
こ
の
ダ
ン
ジ
ョ
ン
の
ダ
ン
ジ
ョ
ン
マ
ス
タ
ー

と
し
て
転
生
し
て
い
な
い
か
と
思
っ
た
け
ど
、
そ
れ
は
私
の
勘
違
い
だ
っ
た
。

旭
は
妹
を
、
そ
れ
は
も
う
大
切
に
し
て
い
た
。

病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
雫
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
、
熱
や
鼻
血
ま
で
出
し
て
兄
の
ス
パ
ル
タ
式
勉
強
法
に
耐
え
て
、

医
大
に
合
格
し
た
ん
だ
か
ら
。
本
当
に
よ
く
受
か
っ
た
と
思
う
。

そ
れ
に
し
て
も
他
人
の
ス
テ
ー
タ
ス
が
見
ら
れ
な
く
て
よ
か
っ
た
～
。

レ
ベ
ル
が
35
に
な
っ
て
い
る
の
は
私
に
し
か
わ
か
ら
な
い
。

鑑
定
魔
法
を
、
兄
と
旭
が
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
よ
う
。

ち
な
み
に
私
た
ち
の
現
在
の
ス
テ
ー
タ
ス
は
こ
う
な
っ
て
い
る
。

　
　
【
リ
ー
シ
ャ
・
ハ
ン
フ
リ
ー
】

　
　
　
・
年
齢
：
十
九
歳　
　
・
性
別
：
女

　
　
　
・
レ
ベ
ル
35　
　
・
Ｈ
Ｐ
：
１
７
２
８　
　
・
Ｍ
Ｐ
：
１
７
２
８

　
　
　
・
時じ

空く
う

魔
法
：
ホ
ー
ム
（
レ
ベ
ル
35
）、
ア
イ
テ
ム
ボ
ッ
ク
ス
、
マ
ッ
ピ
ン
グ
（
レ
ベ
ル
35
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
召
喚

　
　
　
・
火ひ

魔
法
：
フ
ァ
イ
ア
ー
ボ
ー
ル
（
レ
ベ
ル
10
）、
フ
ァ
イ
ア
ー
ア
ロ
ー
（
レ
ベ
ル
10
）
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【
旭
尚
人
】

　
　
　
・
年
齢
：
二
十
一
歳　
　
・
性
別
：
男

　
　
　
・
レ
ベ
ル
：
29　
　
・
Ｈ
Ｐ
：
１
３
５
０　
　
・
Ｍ
Ｐ
：
１
３
５
０

　
　
　
・
時
空
魔
法
：
ア
イ
テ
ム
ボ
ッ
ク
ス

　
　
　
・
光
魔
法
： 

ヒ
ー
ル
（
レ
ベ
ル
８
）、
ホ
ー
リ
ー
（
レ
ベ
ル
10
）、
ラ
イ
ト
ボ
ー
ル
（
レ
ベ
ル
10
）

　
　
　
・
火
魔
法
：
フ
ァ
イ
ア
ー
ボ
ー
ル
（
レ
ベ
ル
10
）、
フ
ァ
イ
ア
ー
ア
ロ
ー
（
レ
ベ
ル
10
）

　
　
　
・
土
魔
法
：
ア
ー
ス
ボ
ー
ル
（
レ
ベ
ル
10
）、
ア
ー
ス
ア
ロ
ー
（
レ
ベ
ル
４
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ー
ス
ニ
ー
ド
ル
（
レ
ベ
ル
４
）

　
　
　
・
水
魔
法
：
ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ー
ル
（
レ
ベ
ル
10
）、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ア
ロ
ー
（
レ
ベ
ル
４
）

　
　
　
・
風
魔
法
：
ウ
ィ
ン
ド
ボ
ー
ル
（
レ
ベ
ル
10
）、
ウ
ィ
ン
ド
ア
ロ
ー
（
レ
ベ
ル
１
）

　
　
　
・
石
化
魔
法
：
石
化
（
レ
ベ
ル
５
）

　
　
　
・
氷
魔
法
：
ア
イ
ス
ボ
ー
ル
（
レ
ベ
ル
４
）、
ア
イ
ス
ニ
ー
ド
ル
（
レ
ベ
ル
４
）

　
　
　
・
雷
魔
法
：
サ
ン
ダ
ー
ボ
ー
ル
（
レ
ベ
ル
４
）、
サ
ン
ダ
ー
ア
ロ
ー
（
レ
ベ
ル
10
）

　
　
　
・
闇
魔
法
：
ド
レ
イ
ン
（
レ
ベ
ル
１
）

　
　
　
・
無
属
性
魔
法
：
魅
惑
（
レ
ベ
ル
０
）

ホ
ー
ム
―
―
地
球
で
私
が
住
ん
で
い
た
ア
パ
ー
ト
と
そ
の
周
辺
の
街
が
異
空
間
に
創
造
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
自

　
　
　
※
術
者
の
Ｍ
Ｐ
を
１
３
０
消
費

　
　
　
※
ハ
ニ
ー
ビ
ー
か
ら
ク
イ
ン
ビ
ー
に
進
化
中

　
　
【
椎
名
賢
也
】

　
　
　
・
年
齢
：
二
十
一
歳　
　
・
性
別
：
男

　
　
　
・
レ
ベ
ル
：
29　
　
・
Ｈ
Ｐ
：
１
５
０
０　
　
・
Ｍ
Ｐ
：
１
５
０
０

　
　
　
・
光
ひ
か
り

魔
法
： 
ヒ
ー
ル
（
レ
ベ
ル
10
）、
ホ
ー
リ
ー
（
レ
ベ
ル
10
）、
ラ
イ
ト
ボ
ー
ル
（
レ
ベ
ル
10
）

　
　
　
・
火
魔
法
：
フ
ァ
イ
ア
ー
ボ
ー
ル
（
レ
ベ
ル
10
）、
フ
ァ
イ
ア
ー
ア
ロ
ー
（
レ
ベ
ル
10
）

　
　
　
・
土
魔
法
：
ア
ー
ス
ボ
ー
ル
（
レ
ベ
ル
10
）、
ア
ー
ス
ア
ロ
ー
（
レ
ベ
ル
４
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ー
ス
ニ
ー
ド
ル
（
レ
ベ
ル
４
）

　
　
　
・
水
魔
法
：
ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ー
ル
（
レ
ベ
ル
10
）、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ア
ロ
ー
（
レ
ベ
ル
４
）

　
　
　
・
風
魔
法
：
ウ
ィ
ン
ド
ボ
ー
ル
（
レ
ベ
ル
10
）、
ウ
ィ
ン
ド
ア
ロ
ー
（
レ
ベ
ル
４
）

　
　
　
・
石
化
魔
法
：
石
化
（
レ
ベ
ル
５
）

　
　
　
・
氷
魔
法
：
ア
イ
ス
ボ
ー
ル
（
レ
ベ
ル
４
）、
ア
イ
ス
ニ
ー
ド
ル
（
レ
ベ
ル
４
）

　
　
　
・
雷
魔
法
：
サ
ン
ダ
ー
ボ
ー
ル
（
レ
ベ
ル
４
）、
サ
ン
ダ
ー
ア
ロ
ー
（
レ
ベ
ル
10
）

　
　
　
・
闇
魔
法
：
ド
レ
イ
ン
（
レ
ベ
ル
１
）

　
　
　
・
無
属
性
魔
法
：
魅
惑
（
レ
ベ
ル
０
）
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あ
と
は
蛮ば

ん

族ぞ
く

が
頭
か
ら
被
っ
て
い
る
感
じ
？

金
貨
十
枚
も
す
る
の
は
何
か
理
由
が
あ
り
そ
う
。
個
体
数
が
少
な
い
の
か
討
伐
が
難
し
い
の
か
…
…

ま
っ
、
私
た
ち
に
狩
れ
な
い
魔
物
は
い
な
い
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
狩
る
予
定
で
い
る
け
ど
ね
。

虎
は
初
め
て
だ
な
～
。
ラ
イ
オ
ン
や
ヒ
ョ
ウ
も
い
る
の
か
し
ら
？

個
人
的
に
は
ヒ
ョ
ウ
柄
が
好
き
だ
か
ら
、
ど
こ
か
の
階
層
に
い
る
こ
と
を
願
お
う
。

地
下
十
四
階
で
最
初
に
会か

い

敵て
き

し
た
の
は
体
長
一
メ
ー
ト
ル
の
フ
ォ
レ
ス
ト
ウ
サ
ギ
。

も
う
ウ
サ
ギ
の
大
き
さ
じ
ゃ
な
い
!!　

ミ
リ
オ
ネ
の
森
に
い
た
角つ

の

ウ
サ
ギ
は
普
通
の
ウ
サ
ギ
サ
イ
ズ
だ
っ
た
の

に
…
…

ウ
サ
ギ
の
毛
が
緑
色
で
目
が
赤
く
、
角
が
二
本
あ
っ
た
。

怖
い
か
ら
突
進
し
て
く
る
前
に
ド
レ
イ
ン
―
―
敵
の
Ｈ
Ｐ
を
奪
っ
て
自
分
の
も
の
に
す
る
魔
法
で
昏こ

ん

倒と
う

さ
せ
て

倒
す
。

あ
っ
、
魔
法
を
習
得
す
る
の
を
忘
れ
て
た
！

私
た
ち
は
魔
物
か
ら
攻
撃
を
受
け
る
こ
と
で
、
そ
の
魔
法
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

確
か
、
フ
ォ
レ
ス
ト
ウ
サ
ギ
は
フ
ァ
イ
ア
ー
ニ
ー
ド
ル
を
使
用
す
る
は
ず
。

正
直
、
私
は
使
用
し
な
い
と
思
う
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
コ
ン
プ
リ
ー
ト
し
た
い
じ
ゃ
な
い
。

速
攻
で
倒
し
て
し
ま
っ
た
私
を
、
兄
が
や
れ
や
れ
と
い
っ
た
表
情
で
見
て
、
旭
は
苦
笑
い
し
て
い
た
。

つ
、
次
は
ち
ゃ
ん
と
魔
法
を
受
け
る
か
ら
そ
ん
な
目
で
見
な
い
で
く
だ
さ
い
。

由
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
能
力
―
―
は
、
レ
ベ
ル
が
上
が
る
と
、
移
動
で
き
る
街
の
範
囲
が
広
が
る
。

現
在
は
、
自
宅
ア
パ
ー
ト
を
中
心
に
半
径
三
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ま
で
移
動
可
能
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
ド
レ
イ
ン
は
多
用
し
た
お
か
げ
で
、
レ
ベ
ル
7
に
上
が
っ
た
。

テ
イ
ム
魔
法
は
レ
ベ
ル
3
に
な
り
、
消
費
Ｍ
Ｐ
が
１
３
０
に
変
化
し
た
。

ハ
ニ
ー
は
ク
イ
ン
ビ
ー
に
進
化
中
と
あ
る
。
ク
イ
ー
ン
と
い
う
こ
と
は
、
性
別
が
雌め

す

に
変
わ
る
の
だ
ろ
う
か
？

ク
マ
ノ
ミ
み
た
い
に
、
雄
か
ら
雌
に
変
わ
る
魔
物
だ
っ
た
の
か
し
ら
？

兄
と
旭
は
魅
惑
魔
法
以
外
を
順
調
に
上
げ
て
い
る
。

冒
険
者
ギ
ル
ド
で
迷
宮
ダ
ン
ジ
ョ
ン
の
地
下
十
四
階
の
地
図
を
買
い
、
常
設
依
頼
を
確
認
し
て
か
ら
、
兄
と
旭
と

一
緒
に
ダ
ン
ジ
ョ
ン
へ
向
か
う
。

い
つ
も
は
兄
が
地
下
十
一
階
で
果
物
の
収
穫
を
す
る
ん
だ
け
ど
、
初
め
て
行
く
階
層
で
初
見
の
魔
物
が
い
る
か
ら

と
、
単
独
行
動
は
せ
ず
に
私
た
ち
に
つ
い
て
き
た
。

迷
宮
ダ
ン
ジ
ョ
ン
で
一
緒
に
行
動
を
し
て
い
る
冒
険
者
の
ア
マ
ン
ダ
さ
ん
か
ら
、
事
前
に
魔
物
情
報
を
も
ら
っ
て

い
る
の
で
、
心
配
な
い
と
思
う
ん
だ
け
ど
ね
。

地
下
十
四
階
で
一
番
換
金
額
が
高
い
の
は
金
貨
十
枚
の
迷
宮
タ
イ
ガ
ー
で
、
皮
が
貴
族
に
人
気
ら
し
い
。

ち
な
み
に
金
貨
一
枚
は
日
本
円
で
大
体
百
万
円
く
ら
い
の
価
値
だ
。

あ
れ
か
な
？　

絨
じ
ゅ
う

毯た
ん

の
代
わ
り
に
敷し

く
ん
だ
ろ
う
か
…
…

私
の
中
で
虎
の
毛
皮
と
い
え
ば
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
床
に
敷
か
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
な
ん
だ
け
ど
。
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私
た
ち
は
魔
法
が
あ
る
か
ら
問
題
な
い
け
ど
ね
。

走
り
な
が
ら
、
襲
っ
て
く
る
ト
レ
ン
ト
を
五
十
匹
ぐ
ら
い
瞬
殺
し
、
ア
イ
テ
ム
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
る
と
周
囲
の
見

晴
ら
し
が
よ
く
な
る
。

す
る
と
、
体
長
が
三
メ
ー
ト
ル
は
あ
る
、
白
黒
の
美
し
い
模
様
の
迷
宮
タ
イ
ガ
ー
が
前
方
に
二
匹
見
え
た
。

日
本
で
は
白び

ゃ

虎っ
こ

と
呼
ば
れ
て
い
た
虎
に
似
て
い
る
。

皮
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
脳
を
石
化
さ
せ
て
倒
し
た
。

一
匹
で
金
貨
十
枚
と
は
美
味
し
い
魔
物
だ
！

周
囲
に
冒
険
者
が
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
、
も
う
一
匹
狩
る
。

今
は
二
匹
し
か
い
な
い
み
た
い
。
個
体
数
が
少
な
い
魔
物
み
た
い
で
残
念
。

「
沙
良
。
迷
宮
タ
イ
ガ
ー
は
、
サ
ン
ダ
ー
ニ
ー
ド
ル
を
使
用
す
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
？
」

「
そ
う
だ
っ
た
！　

つ
い
お
金
に
目
が
眩く

ら

ん
で
、
攻
撃
を
受
け
る
前
に
倒
し
ち
ゃ
っ
た
。
ご
め
ん
な
さ
い
」

「
わ
か
っ
て
い
れ
ば
い
い
。
次
は
忘
れ
る
な
よ
」

兄
に
叱し

か

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

迷
宮
タ
イ
ガ
ー
、
従
魔
に
し
た
い
な
ぁ
。
大
き
さ
も
シ
ル
バ
ー
と
同
じ
く
ら
い
だ
し
。

ハ
ニ
ー
は
ダ
ン
ジ
ョ
ン
で
生
活
し
て
い
る
か
ら
、
ホ
ー
ム
内
で
飼
っ
て
い
る
シ
ル
バ
ー
と
会
え
な
い
。

私
た
ち
が
ダ
ン
ジ
ョ
ン
攻
略
中
、
シ
ル
バ
ー
は
ホ
ー
ム
で
お
留
守
番
だ
か
ら
可か

哀わ
い

想そ
う

だ
と
思
っ
て
た
ん
だ
よ
ね
。

仲
間
が
い
れ
ば
一
緒
に
遊
べ
る
し
、
寂
し
く
な
く
な
る
。

そ
し
て
迷
宮
タ
イ
ガ
ー
は
恐
ら
く
猫
科
だ
。
兄
は
猫
派
な
の
で
、
対
応
を
間
違
え
な
け
れ
ば
、
従
魔
に
し
て
い
い

フ
ォ
レ
ス
ト
ウ
サ
ギ
は
血
抜
き
を
済
ま
せ
、
収
納
し
て
お
く
。

気
を
取
り
直
し
て
、
マ
ッ
ピ
ン
グ
で
魔
物
を
探
す
と
、
体
長
一
メ
ー
ト
ル
の
キ
ラ
ー
プ
ラ
ン
ト
を
発
見
。

植
物
の
よ
う
な
魔
物
で
、
情
報
に
よ
る
と
蔓つ

る

を
伸
ば
し
て
巻
き
つ
け
て
く
る
ら
し
い
。

絞
め
殺
さ
れ
る
前
に
ド
レ
イ
ン
で
昏
倒
さ
せ
、
心
臓
に
該
当
す
る
下
方
に
あ
る
一
番
太
い
部
分
に
兄
が
ラ
イ
ト

ボ
ー
ル
を
撃
ち
、
倒
し
た
。

体
（
？
）
の
中
央
に
大
き
な
目
が
あ
る
。
素
材
に
な
る
け
ど
、
傷
つ
け
る
と
価
値
が
下
が
る
み
た
い
。

こ
の
階
層
の
左
側
に
は
ト
レ
ン
ト
と
い
う
大
き
な
木
の
魔
物
が
棲せ

い

息そ
く

し
て
い
て
、
そ
の
魔
物
が
集
ま
っ
て
森
に

な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
人
が
近
付
く
と
攻
撃
し
て
く
る
ら
し
い
。

ト
レ
ン
ト
は
高
級
木
材
に
な
る
た
め
、
な
る
べ
く
傷
は
つ
け
た
く
な
い
。
貴
族
が
購
入
す
る
家
具
に
使
用
さ
れ
る

ん
だ
と
か
。

し
ば
ら
く
歩
く
と
、
ト
レ
ン
ト
に
遭
遇
し
た
。

ウ
ィ
ン
ド
ニ
ー
ド
ル
を
飛
ば
し
て
き
た
の
で
、
全
員
が
一
度
受
け
て
魔
法
を
覚
え
た
あ
と
、
旭
が
ラ
イ
ト
ボ
ー
ル

を
針
の
よ
う
に
出
し
て
、
急
所
を
刺
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
兄
と
旭
は
ラ
イ
ト
ボ
ー
ル
の
扱
い
が
上
手
い
な
ぁ
。
一
体
い
つ
練
習
し
た
ん
だ
ろ
う
？

迷
宮
タ
イ
ガ
ー
は
、
な
ん
と
ト
レ
ン
ト
の
森
の
奥
に
い
る
そ
う
だ
。

と
い
う
こ
と
は
、
襲
っ
て
く
る
ト
レ
ン
ト
を
全
て
倒
す
必
要
が
あ
る
。

ど
う
り
で
迷
宮
タ
イ
ガ
ー
の
換
金
額
が
高
い
と
思
っ
た
。

こ
れ
は
普
通
の
冒
険
者
に
は
無
理
か
も
…
…
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あ
ら
？　

旭
が
叱
ら
れ
て
る
わ
。

攻
撃
を
受
け
る
の
を
忘
れ
て
い
た
の
が
私
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
よ
か
っ
た
…
…

気
絶
し
て
い
る
迷
宮
ウ
ナ
ギ
を
兄
が
瞬
殺
し
て
、
私
が
ア
イ
テ
ム
ボ
ッ
ク
ス
に
収
納
す
る
。

そ
れ
か
ら
川
沿
い
を
歩
い
て
、
追
加
で
迷
宮
ウ
ナ
ギ
を
五
匹
狩
っ
た
。

本
日
一
回
目
の
攻
略
を
済
ま
せ
、
安
全
地
帯
に
行
く
と
、
ダ
ン
ク
さ
ん
と
ア
マ
ン
ダ
さ
ん
の
パ
ー
テ
ィ
ー
が
い
た
。

今
日
は
、
朝
早
く
起
き
て
地
下
一
階
か
ら
地
下
十
四
階
ま
で
半
日
以
上
か
け
て
来
た
み
た
い
。
大
変
だ
な
ぁ
。

私
た
ち
は
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
能
力
で
魔
物
の
位
置
を
確
認
し
、
避
け
な
が
ら
最
短
距
離
を
走
っ
て
い
る
た
め
、
早
け

れ
ば
三
時
間
も
か
か
ら
な
い
。

マ
ラ
ソ
ン
選
手
も
真
っ
青
な
ス
ピ
ー
ド
だ
。
こ
れ
は
多
分
Ｈ
Ｐ
が
高
い
お
か
げ
。

こ
の
世
界
の
ス
テ
ー
タ
ス
に
は
Ｈ
Ｐ
と
Ｍ
Ｐ
し
か
表
示
さ
れ
な
い
け
ど
、
前
世
の
ゲ
ー
ム
に
よ
く
あ
っ
た
、
知
力

や
器
用
さ
や
体
力
や
素
早
さ
な
ん
か
も
、
Ｈ
Ｐ
と
Ｍ
Ｐ
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
、
上
が
る
ん
だ
と
思
う
。

ダ
ン
ク
さ
ん
と
ア
マ
ン
ダ
さ
ん
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
挨
拶
を
し
て
か
ら
、
隣
に
マ
ジ
ッ
ク
テ
ン
ト
を
設
置
し
て
ホ
ー

ム
内
の
自
宅
で
休
憩
す
る
。

こ
の
世
界
の
人
に
は
ホ
ー
ム
の
こ
と
を
話
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
う
し
て
一
旦
マ
ジ
ッ
ク
テ
ン
ト
に
入
っ
て
か
ら
、

バ
レ
な
い
よ
う
に
移
動
し
て
い
る
の
だ
。

休
憩
を
終
え
て
テ
ン
ト
か
ら
出
る
と
、
安
全
地
帯
に
担た

ん

架か

で
人
が
運
ば
れ
て
き
た
。

以
前
、
兄
が
緊
急
時
の
搬
送
方
法
に
つ
い
て
、
ダ
ン
ジ
ョ
ン
内
で
講
義
し
た
内
容
が
周
知
さ
れ
て
い
る
み
た
い
で

と
許
可
が
出
る
可
能
性
が
高
い
。

ど
う
や
っ
て
兄
を
説
得
し
た
ら
、
従
魔
に
す
る
こ
と
を
許
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
…
…

さ
て
、
次
は
迷
宮
ウ
ナ
ギ
を
倒
そ
う
。

地
下
十
三
階
で
沢
山
狩
っ
た
迷
宮
サ
ー
モ
ン
も
だ
け
ど
、
食
べ
ら
れ
る
魔
物
は
嬉
し
い
。

森
の
右
側
に
あ
る
川
に
い
る
ら
し
い
か
ら
移
動
し
よ
う
。

川
に
着
く
と
旭
が
待
っ
て
ま
し
た
と
ば
か
り
に
、
サ
ン
ダ
ー
ボ
ー
ル
を
撃
ち
込
ん
だ
。

迷
宮
サ
ー
モ
ン
の
時
も
こ
の
倒
し
方
に
ハ
マ
っ
て
た
か
ら
、
こ
う
な
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
た
け
ど
ね
！

体
長
五
メ
ー
ト
ル
の
迷
宮
ウ
ナ
ギ
が
プ
カ
プ
カ
浮
き
上
が
る
。

蒲か
ば

焼や

き
に
し
た
ら
美
味
し
い
か
し
ら
？

一
緒
に
行
動
し
て
い
る
冒
険
者
の
ダ
ン
ク
さ
ん
が
内
緒
で
教
え
て
く
れ
た
情
報
に
よ
る
と
、
男
性
の
滋じ

養よ
う

強き
ょ
う

壮そ
う

に
効
果
が
あ
る
高
級
食
材
な
ん
だ
っ
て
。

日
本
で
も
確
か
ウ
ナ
ギ
は
ス
タ
ミ
ナ
食
材
で
、
有
名
な
パ
イ
が
あ
る
。

あ
れ
、
私
は
結
構
好
き
で
お
土
産
に
い
た
だ
く
と
嬉
し
か
っ
た
。

ホ
ー
ム
内
の
お
店
は
、
人
は
い
な
い
け
ど
買
い
物
は
で
き
る
か
ら
、
今
度
百
貨
店
に
行
っ
て
探
し
て
こ
よ
う
か
な
？

地
下
の
食
料
品
売
り
場
に
、
各
地
の
名
産
品
が
売
っ
て
い
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
た
気
が
す
る
。

「
旭
。
迷
宮
ウ
ナ
ギ
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ニ
ー
ド
ル
を
使
用
す
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
？
」

「
は
い
、
す
み
ま
せ
ん
。
忘
れ
て
ま
し
た
」

「
お
前
ま
で
バ
カ
に
な
る
な
っ
！
」
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い
た
い
た
、
全
部
で
八
匹
。

ド
レ
イ
ン
で
昏
倒
さ
せ
る
と
、
地
面
に
ボ
タ
ボ
タ
落
ち
て
く
る
。

兄
と
旭
が
倒
し
て
魔
石
を
取
っ
て
い
る
間
、
近
く
に
い
る
ク
イ
ン
ビ
ー
を
探
し
た
。

少
し
離
れ
た
場
所
に
ピ
ン
ク
と
黒
の
縞し

ま

模も

様よ
う

を
発
見
！

昏
倒
さ
せ
る
と
落
下
す
る
の
で
、
眉
間
を
槍
で
突
き
刺
し
て
倒
し
た
。

四
十
万
円
も
す
る
蜂
蜜
は
ど
ん
な
味
が
す
る
の
か
な
？

ハ
ニ
ー
ト
ー
ス
ト
で
シ
ン
プ
ル
に
食
べ
て
み
よ
う
か
し
ら
。

一
通
り
地
下
十
四
階
の
魔
物
を
狩
っ
て
み
て
問
題
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
兄
は
、「
地
下
十
一
階
の
果
物
採
取
に

行
く
」
と
言
っ
て
走
り
去
っ
た
。

残
さ
れ
た
私
と
旭
は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
薬
草
採
取
と
地
下
十
四
階
の
果
物
探
し
を
す
る
。

さ
て
地
下
十
四
階
の
果
物
は
何
か
な
？　

ワ
ク
ワ
ク
す
る
な
ぁ
。

旭
は
川
が
あ
る
森
の
右
側
に
行
っ
た
の
で
、
私
は
左
側
を
探
す
。

ど
う
せ
迷
宮
ウ
ナ
ギ
を
狩
る
つ
も
り
な
ん
だ
ろ
う
。

迷
宮
ウ
ナ
ギ
と
い
え
ば
、
水
中
の
魔
物
は
冒
険
者
に
人に

ん

気き

が
な
い
そ
う
だ
。

狩
る
の
が
難
し
く
、
労
力
が
か
か
る
か
ら
だ
と
か
。

ダ
ン
ク
さ
ん
か
ら
、
迷
宮
ウ
ナ
ギ
を
倒
し
た
ら
少
し
分
け
て
ほ
し
い
と
お
願
い
さ
れ
て
い
る
。

滋
養
を
つ
け
た
い
の
か
し
ら
？

面
と
向
か
っ
て
そ
ん
な
こ
と
は
聞
け
な
い
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
了
解
し
て
お
い
た
け
ど
…
…

嬉
し
い
。

運
ば
れ
て
き
た
の
は
知
ら
な
い
顔
の
冒
険
者
だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
階
層
で
は
会
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
地
下

十
四
階
を
攻
略
し
て
い
る
人
だ
ろ
う
。

地
下
十
四
階
で
初
の
治
療
だ
。

怪
我
を
し
て
い
る
人
の
パ
ー
テ
ィ
ー
リ
ー
ダ
ー
か
ら
状
況
を
聞
き
、
旭
が
足
の
具
合
を
確
認
し
て
瞬
時
に
治
療

し
た
。

ど
う
や
ら
フ
ォ
レ
ス
ト
ウ
サ
ギ
に
突
進
さ
れ
、
太ふ

と

股も
も

を
角
で
刺
さ
れ
た
ら
し
い
。

あ
ん
な
に
大
き
な
ウ
サ
ギ
だ
け
ど
、
素
早
い
み
た
い
。

金
貨
十
六
枚
を
受
け
取
り
、
怪
我
人
か
ら
お
礼
を
言
わ
れ
た
旭
が
戻
っ
て
く
る
。

私
た
ち
が
ま
だ
見
て
い
な
い
こ
の
階
層
の
魔
物
は
キ
ン
グ
ビ
ー
と
ク
イ
ン
ビ
ー
。

こ
の
二
匹
の
魔
物
は
地
下
十
三
階
に
出
現
す
る
キ
ラ
ー
ビ
ー
と
ハ
ニ
ー
ビ
ー
の
上
位
種
だ
。

ア
マ
ン
ダ
さ
ん
か
ら
、
必
ず
集
団
戦
闘
に
な
る
の
で
気
を
つ
け
る
よ
う
に
と
注
意
さ
れ
て
い
る
。

ク
イ
ン
ビ
ー
の
蜜み

つ

袋ぶ
く
ろ

は
超
高
級
品
で
、
換
金
額
の
内
、
銀
貨
四
十
枚
は
蜜
袋
の
値
段
な
ん
だ
そ
う
。

ち
な
み
に
銀
貨
一
枚
は
、
日
本
円
で
一
万
円
く
ら
い
の
価
値
が
あ
る
。

こ
れ
は
狩
る
し
か
な
い
わ
！　

ハ
ニ
ー
に
は
悪
い
け
ど
。

一
個
は
換
金
し
な
い
で
食
べ
て
み
た
い
。

安
全
地
帯
か
ら
出
て
、
キ
ン
グ
ビ
ー
の
集
団
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
で
探
す
。
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私
た
ち
は
M
Ｐ
が
高
い
お
か
げ
で
魔
法
耐
性
が
あ
る
の
か
、
攻
撃
を
受
け
て
も
、
そ
よ
風
く
ら
い
に
し
か
感
じ
な

い
ん
だ
け
ど
。

目
に
見
え
な
い
攻
撃
は
非
常
に
厄
介
な
の
で
、
冒
険
者
は
あ
ま
り
ト
レ
ン
ト
を
狩
り
た
が
ら
な
い
。

換
金
額
が
高
い
の
は
、
供
給
が
需じ

ゅ

要よ
う

に
追
い
つ
い
て
な
い
か
ら
だ
ろ
う
。

次
は
ラ
ン
ダ
ム
に
生
る
果
物
探
し
だ
。

森
林
に
な
っ
て
い
る
各
階
層
に
は
、
毎
日
違
う
一
本
の
木
だ
け
に
生
る
果
物
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
き
っ
と
地
下

十
四
階
に
も
あ
る
は
ず
。

私
は
癒い

や

し
草そ

う

と
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
を
探
し
つ
つ
、
森
を
く
ま
な
く
調
べ
て
い
っ
た
。

途
中
で
キ
ン
グ
ビ
ー
の
集
団
に
襲
わ
れ
た
。

蜜
袋
が
欲
し
い
の
で
近
く
に
い
る
ク
イ
ン
ビ
ー
も
探
し
て
倒
す
。

で
も
、
魔
石
を
取
る
の
は
遠
慮
し
た
い
。

あ
と
で
旭
に
お
願
い
し
よ
う
。
な
ん
か
体
液
が
出
て
く
る
ん
だ
よ
…
…

ハ
ニ
ー
が
い
な
い
と
魔ま

力り
ょ
く

草そ
う

が
全
然
見
つ
か
ら
な
い
。
癒
し
草
は
探
せ
る
ん
だ
け
ど
な
ぁ
。

明
日
か
ら
は
ハ
ニ
ー
と
一
緒
に
攻
略
し
よ
う
っ
と
。

大
分
歩
い
た
け
ど
、
ま
だ
ラ
ン
ダ
ム
に
生
る
果
物
が
見
つ
け
ら
れ
な
い
。

も
し
か
し
て
ト
レ
ン
ト
の
森
の
中
に
あ
る
の
か
な
？　

そ
れ
は
非
常
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
そ
う
だ
。

マ
ッ
ピ
ン
グ
は
三
次
元
と
二
次
元
に
視
界
を
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
、
ト
レ
ン

お
相
手
は
多
分
ダ
ン
ク
さ
ん
と
同
じ
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、
仲
の
い
い
リ
リ
ー
さ
ん
だ
よ
ね
～
。
ま
だ
若
い
の
に
大
変

ね
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
。

ど
う
せ
一
匹
は
換
金
し
な
い
予
定
で
い
る
し
、
蒲
焼
き
に
し
て
ぜ
ひ
食
べ
て
み
た
い
!!

ウ
ナ
ギ
は
日
本
で
も
高
い
か
ら
、
な
か
な
か
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
の
よ
。

そ
れ
が
体
長
五
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
ん
だ
か
ら
、
美
味
し
け
れ
ば
大
当
た
り
だ
よ
ね
。

旭
に
沢
山
狩
っ
て
も
ら
お
う
。

肝き
も

も
大
き
か
っ
た
ら
、
肝
焼
き
が
山
ほ
ど
作
れ
る
し
楽
し
み
だ
。
兄
た
ち
の
お
酒
の
あ
て
に
も
丁
度
い
い
。

マ
ッ
ピ
ン
グ
で
果
物
を
探
し
て
い
る
と
…
…

う
ん
？　

あ
れ
か
な
？

ト
レ
ン
ト
の
森
付
近
に
、
リ
ン
ゴ
く
ら
い
の
大
き
い
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
が
生な

っ
て
い
る
木
が
あ
っ
た
。

な
ん
か
普
通
の
三
倍
く
ら
い
あ
る
し
、
見
た
目
は
俵

た
わ
ら

型が
た

で
は
な
く
完
全
に
球
体
だ
っ
た
。

大
き
い
の
で
食
べ
応
え
が
あ
り
そ
う
。

そ
し
て
一
本
の
木
に
、
グ
リ
ー
ン
キ
ウ
イ
と
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ウ
イ
の
両
方
が
つ
い
て
い
る
。

な
ん
と
も
不
思
議
な
木
だ
。
百
個
く
ら
い
生
っ
て
い
る
の
を
全
て
収
穫
し
て
お
く
。

ト
レ
ン
ト
の
森
付
近
に
あ
る
と
こ
ろ
が
い
や
ら
し
い
。
ト
レ
ン
ト
に
近
付
く
と
攻
撃
さ
れ
る
か
ら
、
の
ん
び
り
採

取
な
ん
て
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
。

ト
レ
ン
ト
は
目
に
見
え
な
い
ウ
ィ
ン
ド
系
の
魔
法
を
使
用
す
る
。

普
通
の
冒
険
者
で
あ
れ
ば
、
ト
レ
ン
ト
の
攻
撃
で
鎌か

ま

鼬い
た
ち

み
た
い
に
切
り
裂
か
れ
た
り
す
る
ん
だ
ろ
う
。
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兄
は
地
下
十
一
階
か
ら
地
下
十
三
階
の
果
物
を
全
て
採
取
し
終
わ
る
ま
で
、
地
下
十
四
階
に
は
戻
っ
て
こ
な
い
だ

ろ
う
。

今
日
は
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ
た
し
、
レ
ベ
ル
上
げ
は
で
き
な
い
と
思
う
。

フ
ォ
レ
ス
ト
ウ
サ
ギ
を
狩
り
な
が
ら
、
旭
の
い
る
場
所
に
到
着
し
た
。

旭
は
薬
草
採
取
が
結
構
好
き
み
た
い
で
、
時
間
が
あ
る
と
魔
力
草
ば
か
り
採
取
し
て
い
る
。

私
に
は
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
並
の
発
見
率
な
ん
だ
け
ど
、
兄
と
旭
は
一
体
ど
う
や
っ
て
探
し
て
い
る
ん
だ

ろ
う
？

旭
は
ダ
ン
ジ
ョ
ン
マ
ス
タ
ー
時
代
に
、
魔
物
を
十
一
年
間
倒
し
続
け
た
か
ら
、
狩
る
の
は
あ
ま
り
楽
し
く
な
い
み

た
い
だ
。

例
外
は
魔ま

魚ぎ
ょ

を
サ
ン
ダ
ー
ボ
ー
ル
で
倒
す
こ
と
だ
け
ら
し
い
。

「
旭
。
新
し
い
果
物
は
見
つ
か
っ
た
？
」

魔
力
草
を
持
っ
た
旭
に
声
を
か
け
る
。

「
沙
良
ち
ゃ
ん
、
お
か
え
り
。
こ
っ
ち
側
に
は
な
い
み
た
い
だ
よ
」

「
私
は
ト
レ
ン
ト
の
森
付
近
で
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
を
見
つ
け
た
よ
。
そ
れ
と
森
の
中
央
に
あ
る
大
き
な
木
に
赤
い
マ

ン
ゴ
ー
が
生
っ
て
る
」

「
え
っ
？　

そ
れ
っ
て
ト
レ
ン
ト
の
森
の
真
ん
中
に
あ
る
っ
て
こ
と
？
」

「
う
ん
。
一
人
で
採
り
に
行
っ
た
ら
、
お
兄
ち
ゃ
ん
に
怒
ら
れ
そ
う
だ
か
ら
止
め
て
、
相
談
し
に
戻
っ
て
き
た
の
」

「
そ
れ
が
正
解
だ
よ
。
ハ
ニ
ー
の
こ
と
内
緒
に
し
て
た
件
で
怒
ら
れ
た
ば
か
り
だ
し
、
大
人
し
く
し
て
お
い
た
ほ
う

ト
の
森
を
上
空
か
ら
俯ふ

瞰か
ん

し
て
見
る
。

す
る
と
森
の
中
央
に
あ
る
一
番
大
き
な
木
に
赤
い
実
が
つ
い
て
い
た
。

き
っ
と
こ
れ
だ
！　

拡
大
す
る
と
マ
ン
ゴ
ー
だ
っ
た
。

黄
色
じ
ゃ
な
く
て
、
お
高
い
ほ
う
の
赤
い
実
だ
。

や
っ
た
ね
。
マ
ン
ゴ
ー
プ
リ
ン
大
好
き
！

さ
て
発
見
し
た
の
は
い
い
け
ど
、
ど
う
や
っ
て
採
り
に
行
こ
う
。

周
り
は
全
て
ト
レ
ン
ト
だ
。
一
人
じ
ゃ
無
理
か
な
？

こ
れ
は
勝
手
に
採
り
に
行
っ
た
ら
怒
ら
れ
る
や
つ
だ
。

兄
は
し
ば
ら
く
果
物
の
採
取
か
ら
帰
ら
な
い
と
思
う
の
で
、
旭
に
相
談
し
て
み
よ
う
。

旭
の
位
置
を
確
認
す
る
と
、
楽
し
そ
う
に
迷
宮
ウ
ナ
ギ
を
狩
っ
て
い
る
様
子
が
見
え
る
。

マ
ッ
ピ
ン
グ
は
そ
こ
に
あ
る
物
や
人
の
様
子
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
優
れ
も
の
な
の
だ
。

私
は
方
角
を
確
認
し
な
が
ら
旭
の
も
と
に
向
か
っ
た
。

森
の
中
を
歩
い
て
い
る
と
、
知
ら
な
い
冒
険
者
パ
ー
テ
ィ
ー
と
す
れ
違
う
。

私
が
一
人
で
い
る
の
に
驚
い
た
の
か
二
度
見
さ
れ
た
。

パ
ー
テ
ィ
ー
の
男
性
が
こ
ち
ら
に
来
よ
う
と
し
て
メ
ン
バ
ー
の
女
性
に
止
め
ら
れ
て
い
た
。

心
配
し
て
声
を
か
け
よ
う
と
し
て
く
れ
た
の
か
な
？　

私
た
ち
は
基
本
、
単
独
行
動
が
多
い
か
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
で
行
動
し
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
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私
の
分
は
単
な
る
波
線
だ
。

「
旭
～
、
オ
ム
ラ
イ
ス
で
き
た
よ
～
」

リ
ビ
ン
グ
で
お
茶
を
飲
ん
で
い
る
旭
に
声
を
か
け
る
。

オ
ム
ラ
イ
ス
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、
旭
が
ダ
ッ
シ
ュ
で
席
に
着
く
。

「
あ
れ
？　

沙
良
ち
ゃ
ん
、
今
日
は
星
の
マ
ー
ク
な
ん
だ
…
…
」

「
そ
れ
意
外
と
難
し
い
ん
だ
け
ど
、
結
構
上
手
く
描
け
て
る
で
し
ょ
？
」

「
俺
は
簡
単
な
ハ
ー
ト
で
も
よ
か
っ
た
ん
だ
け
ど
…
…
っ
て
い
う
か
む
し
ろ
そ
っ
ち
の
ほ
う
が
…
…
」

旭
が
何
か
言
っ
て
い
た
け
ど
、
声
が
小
さ
く
て
聞
こ
え
な
か
っ
た
。

「
い
た
だ
き
ま
す
」

「
い
た
だ
き
ま
す
！
」

旭
は
好
物
が
目
の
前
に
あ
る
の
に
、
少
し
元
気
が
な
い
み
た
い
だ
っ
た
け
ど
食
べ
出
し
た
ら
笑
顔
に
変
わ
っ
た
。

現
金
だ
な
ぁ
。

オ
ム
ラ
イ
ス
を
美
味
し
そ
う
に
食
べ
る
旭
を
見
て
、
私
は
日
本
に
い
た
と
き
の
弟
の
双ふ

た

子ご

た
ち
を
思
い
出
し
た
。

あ
の
子
た
ち
も
大
好
き
だ
っ
た
な
ぁ
。

お
子
様
ラ
ン
チ
の
よ
う
に
、
オ
ム
ラ
イ
ス
に
ミ
ニ
ハ
ン
バ
ー
グ
と
エ
ビ
フ
ラ
イ
を
つ
け
て
あ
げ
る
と
喜
ん
で
い

た
っ
け
。

あ
と
も
う
少
し
で
兄
と
旭
が
レ
ベ
ル
30
に
な
る
。

私
は
既
に
レ
ベ
ル
35
だ
け
ど
、
地
下
三
十
階
に
行
っ
た
こ
と
は
内
緒
だ
か
ら
、
兄
と
旭
に
あ
わ
せ
て
、
レ
ベ
ル
30

が
い
い
と
思
う
」

「
だ
よ
ね
～
。
で
も
マ
ン
ゴ
ー
が
、
お
高
い
ほ
う
の
や
つ
な
ん
だ
よ
！　

黄
色
じ
ゃ
な
い
の
！　

き
っ
と
甘
く
て
美

味
し
い
か
ら
欲
し
い
な
ぁ
」

「
一
度
、
賢
也
と
相
談
し
て
み
よ
う
？　

今
日
は
当
分
帰
っ
て
こ
な
い
と
思
う
け
ど
、
そ
ろ
そ
ろ
安
全
地
帯
に
戻
ろ

う
か
」

「
わ
か
っ
た
。
今
日
の
分
は
諦
め
る
」

旭
に
諭さ

と

さ
れ
て
安
全
地
帯
に
戻
る
。

ホ
ー
ム
の
自
宅
で
昼
食
を
食
べ
よ
う
。

兄
に
は
お
弁
当
を
渡
し
た
か
ら
、
ど
こ
か
の
階
層
の
安
全
地
帯
で
マ
ジ
ッ
ク
テ
ン
ト
を
設
置
し
て
食
べ
る
だ
ろ
う
。

果
物
採
取
で
別
行
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
兄
は
旭
か
ら
マ
ジ
ッ
ク
テ
ン
ト
を
渡
さ
れ
て
い
た
か
ら
多
分
大
丈
夫
。

今
日
は
旭
の
好
き
な
オ
ム
ラ
イ
ス
を
作
る
。

そ
れ
に
作
り
置
き
し
た
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
と
イ
ン
ス
タ
ン
ト
の
コ
ー
ン
ス
ー
プ
を
つ
け
れ
ば
十
分
か
な
。

玉
ね
ぎ
、
鶏と

り

肉に
く

、
ピ
ー
マ
ン
を
刻
ん
で
、
お
米
と
ケ
チ
ャ
ッ
プ
と
炒
め
て
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
を
作
り
、
一
旦
お
皿
に

上
げ
る
。

溶
き
卵
を
フ
ラ
イ
パ
ン
に
入
れ
て
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
味
の
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
を
包
ん
だ
ら
完
成
。

仕
上
げ
に
、
旭
の
分
だ
け
ケ
チ
ャ
ッ
プ
で
、
卵
の
上
に
星
型
を
描か

き
、
少
し
だ
け
手
間
を
か
け
て
み
た
。

ハ
ー
ト
だ
と
も
う
少
し
簡
単
に
描
け
る
ん
だ
け
ど
…
…



25 24自宅アパート一棟と共に異世界へ４
蔑まれていた令嬢に転生（？）しましたが、自由に生きることにしました

急
に
ア
ン
ニ
ュ
イ
な
雰ふ

ん

囲い

気き

を
醸か

も

し
出だ

し
た
旭
の
横
顔
を
見
て
思
う
。

や
っ
ぱ
り
可か

わ
い愛

い
系
の
顔
立
ち
よ
ね
～
。

童
顔
だ
し
、
兄
の
少
し
怜れ

い

悧り

に
見
え
る
容
姿
と
は
正
反
対
だ
。

二
人
が
一
緒
に
い
る
と
よ
く
写
真
に
撮
ら
れ
て
い
た
気
が
す
る
。

ど
ち
ら
も
顔
は
整
っ
て
い
る
か
ら
、
学
生
時
代
は
さ
ぞ
か
し
モ
テ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
だ
け
ど
、
何な

故ぜ

か

二
人
共
あ
ん
ま
り
彼
女
が
い
な
か
っ
た
。

バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
チ
ョ
コ
も
、
も
ら
っ
た
形
跡
が
な
い
。

ず
っ
と
不
思
議
だ
っ
た
け
ど
最
近
に
な
っ
て
気
付
い
た
。

そ
っ
か
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
だ
―
―

食
後
の
ケ
ー
キ
を
味
わ
っ
て
か
ら
三
回
目
の
攻
略
に
行
く
。

テ
ン
ト
か
ら
出
る
と
、
ま
た
も
や
怪
我
人
が
待
機
し
て
い
た
。

地
下
十
四
階
と
も
な
る
と
、
魔
物
が
強
く
な
っ
て
怪
我
を
す
る
率
も
高
く
な
る
の
だ
ろ
う
か
？

担
架
に
寝
か
さ
れ
て
い
る
の
は
女
性
で
、
キ
ン
グ
ビ
ー
に
刺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。

キ
ン
グ
ビ
ー
の
毒
針
は
、
放
っ
て
お
く
と
刺
さ
れ
た
箇
所
が
壊え

死し

し
て
し
ま
う
厄
介
な
猛も

う

毒ど
く

だ
。

ク
イ
ン
ビ
ー
を
守
る
た
め
集
団
で
い
る
の
で
、
キ
ン
グ
ビ
ー
を
倒
さ
な
い
限
り
ク
イ
ン
ビ
ー
を
狩
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

集
団
戦
闘
に
な
れ
ば
怪
我
を
負
う
リ
ス
ク
が
増
す
の
で
、
リ
ー
ダ
ー
は
自
分
た
ち
が
勝
て
る
魔
物
じ
ゃ
な
い
と
判

に
な
っ
た
こ
と
に
す
る
つ
も
り
だ
。

レ
ベ
ル
が
30
に
な
る
と
、
召
喚
で
き
る
人
数
が
二
人
増
え
る
。

ど
う
考
え
て
も
身
内
し
か
選
択
肢
は
な
い
ん
だ
け
ど
両
親
を
思
う
と
、
こ
れ
以
上
兄
妹
を
呼
ぶ
わ
け
に
は
い
か
な

い
よ
ね
。

子
供
た
ち
が
次
々
と
行
方
不
明
に
な
っ
た
ら
、
悲ひ

嘆た
ん

に
暮
れ
る
と
思
う
。

先
に
両
親
を
呼
ぶ
べ
き
だ
ろ
う
か
？

次
に
誰
を
召
喚
す
れ
ば
い
い
か
悩
ん
で
い
る
と
旭
が
言
っ
た
。

「
沙
良
ち
ゃ
ん
、
俺
と
結
婚
し
な
い
？
」

あ
ぁ
ど
う
せ
い
つ
も
の
、
い
い
お
嫁
さ
ん
に
な
る
よ
っ
て
意
味
ね
。

「
料
理
を
褒ほ

め
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
ま
た
オ
ム
ラ
イ
ス
作
っ
て
あ
げ
る
ね
！　

気
分
が
い
い
か
ら
今
日
は
モ
ン

ブ
ラ
ン
も
出
し
ち
ゃ
お
う
。
コ
ー
ヒ
ー
と
紅
茶
ど
っ
ち
が
い
い
？
」

「
あ
っ
…
…
じ
ゃ
あ
、
コ
ー
ヒ
ー
で
お
願
い
し
ま
す
」

「
は
～
い
」

コ
ー
ヒ
ー
を
二
人
分
淹い

れ
て
、
旭
の
皿
に
モ
ン
ブ
ラ
ン
を
載の

せ
た
。

私
は
抹ま

っ

茶ち
ゃ

ケ
ー
キ
を
食
べ
な
が
ら
食
後
の
優ゆ

う

雅が

な
時
間
を
楽
し
む
。

や
っ
ぱ
り
ケ
ー
キ
は
美
味
し
い
な
ぁ
。

旭
は
好
物
の
モ
ン
ブ
ラ
ン
を
前
に
し
て
も
、
す
ぐ
食
べ
な
か
っ
た
。

な
ん
だ
か
溜
息
を
吐
き
、
ベ
ラ
ン
ダ
を
見
て
黄た

そ
が
れ昏

て
い
る
。
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せ
っ
か
く
治
療
し
た
の
に
後
遺
症
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
ら
大
変
だ
。

ダ
ン
ジ
ョ
ン
価
格
の
治
療
費
に
見
合
う
成
果
が
な
け
れ
ば
、
冒
険
者
に
恨
ま
れ
て
し
ま
う
。

そ
の
後
、
通
常
の
ヒ
ー
ル
を
か
け
る
と
右
腕
の
腫
れ
は
引
き
、
皮
膚
の
色
も
元
に
戻
っ
た
。

旭
が
リ
ー
ダ
ー
と
女
性
か
ら
お
礼
を
言
わ
れ
て
治
療
代
を
受
け
取
る
。

今
後
は
治
療
す
る
機
会
が
増
え
そ
う
だ
。
兄
に
も
活
躍
の
場
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

治
療
費
だ
け
で
億
を
超
え
る
か
も
？

地
下
十
四
階
を
拠
点
に
し
て
い
る
冒
険
者
た
ち
は
私
た
ち
の
存
在
を
知
っ
て
い
る
ら
し
く
、
テ
ン
ト
前
で
怪
我
人

が
待
機
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
凄
い
。

今
日
が
初
日
な
の
に
、
一
体
ど
う
や
っ
て
知
っ
た
の
か
な
ぁ
。

も
し
か
し
て
私
た
ち
っ
て
結
構
有
名
人
な
の
？

治
療
を
終
え
た
旭
と
一
緒
に
安
全
地
帯
か
ら
出
て
ト
レ
ン
ト
の
森
へ
向
か
う
。

兄
が
収
穫
を
終
わ
ら
せ
る
前
に
、
こ
ち
ら
も
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
収
穫
を
済
ま
せ
な
い
と
ね
。

果
物
が
生
っ
て
い
る
場
所
が
ト
レ
ン
ト
の
森
付
近
な
の
で
、
当
然
近
付
く
と
ト
レ
ン
ト
が
襲
っ
て
く
る
。

私
が
昏
倒
さ
せ
て
旭
が
瞬
殺
す
る
と
、
周
囲
か
ら
次
々
と
ト
レ
ン
ト
の
木
が
な
く
な
っ
た
。

日
本
な
ら
森
林
伐
採
で
非
難
さ
れ
そ
う
な
所
業
だ
け
ど
、
相
手
は
木
の
姿
を
し
た
魔
物
。

時
間
が
経
て
ば
ま
た
出
現
す
る
か
ら
問
題
な
い
。

果
物
が
生
っ
て
い
る
木
の
周
囲
か
ら
ト
レ
ン
ト
を
排
除
し
て
、
私
た
ち
は
安
全
に
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
を
採
取
し
た
。

断
し
た
ら
、
避さ

け
る
だ
ろ
う
。

今
回
は
運
悪
く
キ
ラ
ー
プ
ラ
ン
ト
と
の
戦
闘
中
に
、
近
く
に
い
た
キ
ン
グ
ビ
ー
が
反
応
し
て
襲
い
掛
か
っ
て
き
た

そ
う
だ
。

右
腕
の
刺
さ
れ
た
部
分
は
、
紫
色
に
変
色
し
、
パ
ン
パ
ン
に
腫は

れ
上あ

が
っ
て
い
る
。

同
じ
パ
ー
テ
ィ
ー
メ
ン
バ
ー
が
心
配
そ
う
な
顔
で
彼
女
を
見
て
い
た
。

状
況
を
説
明
し
て
く
れ
た
リ
ー
ダ
ー
は
厳
し
い
表
情
を
し
て
い
る
。

こ
れ
は
エ
ク
ス
ポ
ー
シ
ョ
ン
で
は
治
療
で
き
な
い
。

エ
リ
ク
サ
ー
が
必
要
に
な
る
の
で
、
通
常
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
地
上
へ
帰
還
し
て
、
治ち

療り
ょ
う

院い
ん

で
治
療
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
も
毒
の
侵
食
具
合
に
よ
っ
て
は
完
治
す
る
の
が
難
し
い
ら
し
い
。

冒
険
者
に
こ
そ
必
要
な
エ
リ
ク
サ
ー
は
貴
族
が
独
占
し
て
い
る
状
態
だ
。

迅じ
ん

速そ
く

な
対
応
が
必
要
な
毒
の
治
療
に
、
エ
リ
ク
サ
ー
が
な
い
の
は
問
題
だ
と
思
う
。

貴
族
か
ぁ
～
。
今
の
と
こ
ろ
接
点
が
あ
る
の
は
リ
ー
シ
ャ
の
父
親
だ
け
だ
け
ど
…
…

い
つ
か
貴
族
と
相
対
す
る
時
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

旭
は
ヒ
ー
ル
を
使
用
す
る
前
に
ホ
ー
リ
ー
を
か
け
た
の
か
、
一
瞬
女
性
の
右
腕
が
光
っ
た
。

毒
っ
て
浄
化
で
き
る
の
か
し
ら
？

ア
ン
デ
ッ
ド
に
は
特
大
の
効
果
が
あ
る
ホ
ー
リ
ー
だ
け
ど
、
毒
の
浄
化
に
有
効
な
の
か
は
不
明
だ
。

旭
は
念
の
た
め
か
け
た
の
だ
ろ
う
。
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「
は
～
い
。
マ
ン
ゴ
ー
の
件
も
あ
る
し
大
人
し
く
し
て
ま
す
。
じ
ゃ
、
迷
宮
タ
イ
ガ
ー
は
狩
っ
ち
ゃ
い
ま
す
か
」

そ
う
言
っ
て
二
匹
の
脳
を
石
化
さ
せ
た
。

今
日
は
三
時
間
ご
と
に
二
匹
倒
し
て
い
る
。
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
ダ
ン
ジ
ョ
ン
に
潜
っ
て
い
る
か
ら
、

一
日
に
六
匹
狩
れ
ば
五
日
で
三
十
匹
に
な
る
。

そ
れ
だ
け
で
金
貨
千
五
百
枚
だ
。
冒
険
者
は
儲
か
る
な
ぁ
。

そ
し
て
今
日
だ
け
で
、
ど
れ
だ
け
ト
レ
ン
ト
を
倒
し
た
こ
と
や
ら
。

百
本
以
上
ア
イ
テ
ム
ボ
ッ
ク
ス
に
収
納
し
て
あ
る
の
だ
。

こ
れ
高
級
木
材
ら
し
い
け
ど
、
私
た
ち
が
換
金
し
す
ぎ
て
値
が
下
が
り
そ
う
。

ギ
ル
ド
マ
ス
タ
ー
の
腕
の
見
せ
所
だ
よ
ね
。

迷
宮
都
市
の
ギ
ル
ド
マ
ス
タ
ー
は
、
シ
ル
バ
ー
ウ
ル
フ
の
皮
を
小
出
し
に
し
て
い
る
み
た
い
だ
か
ら
大
丈
夫
だ
と

思
う
け
ど
…
…

途
中
で
換
金
額
が
下
が
る
の
は
悲
し
い
か
ら
、
可
能
な
限
り
価
格
を
下
げ
ず
に
売う

り
捌さ

ば

い
て
ほ
し
い
な
ぁ
。

ど
う
せ
な
の
で
、
兄
が
来
る
前
に
ト
レ
ン
ト
の
森
を
丸
裸
に
し
て
お
こ
う
！

二
時
間
後
、
直
径
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
っ
た
森
は
消
失
し
た
。

こ
れ
で
マ
ン
ゴ
ー
も
収
穫
で
き
る
だ
ろ
う
。

い
や
～
、
す
っ
き
り
し
た
。
我
な
が
ら
い
い
仕
事
を
し
た
わ
。

ま
っ
さ
ら
な
状
態
の
地
面
に
満
足
し
て
い
る
と
、
旭
が
隣
で
呆あ

き

れ
返か

え

っ
て
い
た
。

一
本
の
木
に
百
個
ほ
ど
生
っ
て
い
て
、
周
囲
に
あ
る
実
が
つ
い
て
い
る
十
本
の
木
は
全
て
収
穫
し
た
。

迷
宮
都
市
に
あ
る
高
級
店
、
奏

か
な
で

屋や

で
は
い
く
ら
で
売
れ
る
か
な
？

個
数
が
あ
る
か
ら
で
き
れ
ば
沢
山
買
い
取
っ
て
ほ
し
い
け
ど
…
…

こ
れ
だ
け
果
物
の
数
が
多
い
と
自
分
た
ち
で
果
物
屋
を
経
営
で
き
そ
う
。

冒
険
者
引
退
後
は
果
物
屋
で
も
始
め
よ
う
か
と
思
っ
て
し
ま
う
。

兄
が
収
穫
す
る
地
下
十
一
階
か
ら
地
下
十
三
階
の
果
物
も
増
え
る
ば
か
り
だ
し
ね
。

二
人
で
全
て
の
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
を
収
穫
し
た
あ
と
で
、
迷
宮
タ
イ
ガ
ー
を
二
匹
見
つ
け
る
。

本
当
に
綺
麗
な
魔
物
だ
。
皮
が
貴
族
に
人
気
な
の
も
頷

う
な
ず

け
る
。

な
ん
か
シ
ュ
ッ
と
し
て
格
好
い
い
し
。
こ
の
魔
物
は
、
や
っ
ぱ
り
従
魔
に
し
た
い
！

き
っ
と
速
く
走
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
ん
だ
よ
ね
～
。

す
る
と
突
然
、
旭
に
肩
を
叩
か
れ
た
。

「
沙
良
ち
ゃ
ん
。
も
う
何
を
考
え
て
る
か
丸
わ
か
り
な
ん
だ
け
ど
…
…
駄だ

目め

だ
よ
勝
手
に
従
魔
に
し
た
ら
。
賢
也
に

相
談
し
て
か
ら
っ
て
約
束
だ
っ
た
で
し
ょ
？
」

「
う
へ
っ
！　

な
っ
、
な
ん
で
わ
か
っ
た
の
？　

顔
に
出
て
た
？
」

迷
宮
タ
イ
ガ
ー
を
従
魔
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
を
当
て
ら
れ
て
動
揺
す
る
。

「
う
ん
、
か
な
り
ね
。
そ
れ
に
従
魔
に
し
ち
ゃ
っ
た
ら
、
ま
た
殺
せ
な
く
な
る
か
も
よ
」

「
そ
れ
を
言
わ
れ
る
と
反
論
で
き
な
い
」

「
と
に
か
く
賢
也
は
怒
ら
せ
る
と
説
教
が
一
時
間
以
上
続
く
ん
だ
か
ら
、
怒
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
た
ほ
う
が
い
い
」
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嘘
は
吐つ

く
な
！
」

う
う
っ
、
怒
っ
て
る
よ
。
夜や

叉し
ゃ

に
変
わ
る
一
歩
手
前
だ
。

「
ト
レ
ン
ト
の
森
の
中
央
に
、
マ
ン
ゴ
ー
が
生
っ
て
い
る
木
が
あ
る
か
ら
で
す
。
ほ
ら
、
あ
そ
こ
に
あ
る
大
き
な
木

を
見
て
？
」

注
意
を
逸そ

ら
す
た
め
に
マ
ン
ゴ
ー
が
生
っ
て
い
る
木
を
指
差
す
と
、
兄
が
指
先
に
つ
ら
れ
て
視
線
を
動
か
す
。

「
ど
こ
に
生
っ
て
る
ん
だ
？
」

お
っ
？　

果
物
ハ
ン
タ
ー
の
心
の
琴
線
に
触ふ

れ
た
か
？

「
大
体
十
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
高
さ
に
生
っ
て
る
か
ら
、
下
か
ら
じ
ゃ
見
え
な
い
か
も
…
…
」

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ろ
」

兄
は
大た

い

木ぼ
く

の
ほ
う
に
駆
け
出
し
て
し
ま
っ
た
。

ふ
う
～
。
こ
れ
で
お
説
教
か
ら
は
逃の

が

れ
ら
れ
た
か
。

兄
は
木
か
ら
少
し
だ
け
離
れ
た
場
所
で
、
ラ
イ
ト
ボ
ー
ル
を
撃
ち
、
マ
ン
ゴ
ー
を
枝
か
ら
切
り
離
し
て
収
穫
す
る
。

三
十
個
は
あ
る
は
ず
だ
か
ら
、
の
ん
び
り
と
待
っ
て
い
よ
う
。

「
沙
良
ち
ゃ
ん
、
ご
め
ん
ね
。
賢
也
に
嘘
は
吐
け
な
い
よ
～
」

そ
う
言
っ
て
旭
が
両
手
を
合
わ
せ
て
謝
っ
て
き
た
け
ど
、
私
は
つ
ん
と
そ
っ
ぽ
を
向
く
。

裏
切
り
者
め
！　

も
う
し
ば
ら
く
オ
ム
ラ
イ
ス
は
作
っ
て
あ
げ
な
い
。

二
十
分
ほ
ど
で
兄
が
収
穫
を
終
え
、
戻
っ
て
き
た
。

実
は
兄
が
一
番
好
き
な
果
物
は
マ
ン
ゴ
ー
だ
っ
た
り
す
る
。

「
沙
良
ち
ゃ
ん
、
や
り
す
ぎ
。
他
の
冒
険
者
が
見
た
ら
驚
く
よ
！
」

「
大
丈
夫
、
多
分
明
日
に
は
ま
た
森
に
戻
っ
て
る
か
ら
！
」

「
何
が
大
丈
夫
だ
っ
て
？
」

突
然
、
兄
の
声
が
後
ろ
か
ら
聞
こ
え
た
の
で
ビ
ッ
ク
リ
し
て
振
り
返
る
。

そ
こ
に
は
腕
を
組
ん
で
、
上
か
ら
私
を
睥へ

い

睨げ
い

す
る
兄
が
い
た
。

心
臓
に
悪
い
わ
っ
！　

い
や
～
、
怖
い
で
す
お
兄
様
。

そ
し
て
顔
を
近
付
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
れ
は
キ
ス
の
距
離
で
す
か
ら
っ
！

「
沙
良
、
ト
レ
ン
ト
の
森
は
ど
こ
に
消
え
た
？
」

兄
が
周
囲
を
見
渡
し
、
犯
人
は
お
前
だ
ろ
う
と
質
問
し
て
く
る
。

「
え
～
っ
と
、
知
ら
な
い
内
に
歩
い
て
移
動
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
？
」

「
俺
は
ア
マ
ン
ダ
さ
ん
か
ら
、
ト
レ
ン
ト
が
歩
い
て
移
動
す
る
情
報
は
聞
い
て
な
い
ん
だ
が
。
本
当
に
歩
い
て
い
る

の
を
見
た
の
か
？　

旭
、
お
前
は
な
ん
で
消
え
た
か
知
っ
て
る
か
？
」

「
あ
～
っ
と
、
そ
れ
は
…
…
」

旭
が
私
の
ほ
う
を
ち
ら
ち
ら
見
て
く
る
の
で
、
必
死
に
首
を
横
に
振
っ
て
お
い
た
。

私
の
意
図
が
伝
わ
っ
た
の
か
旭
が
一
度
頷
く
。

「
多
分
、
沙
良
ち
ゃ
ん
の
ア
イ
テ
ム
ボ
ッ
ク
ス
に
収
納
さ
れ
て
る
と
思
い
ま
す
…
…
」

何
故
バ
ラ
す
っ
！　

頷
い
て
た
の
に
～
。

「
沙
良
、
こ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
目
立
っ
て
仕
方
な
い
だ
ろ
う
。
な
ん
で
全
部
の
ト
レ
ン
ト
を
狩
っ
た
！　

そ
し
て
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そ
の
た
め
に
は
兄
と
旭
の
移
動
手
段
が
必
要
だ
。

体
長
三
メ
ー
ト
ル
の
迷
宮
タ
イ
ガ
ー
な
ら
二
人
乗
っ
て
も
問
題
な
さ
そ
う
だ
し
、
兄
と
旭
も
一
緒
の
ほ
う
が
嬉
し

い
だ
ろ
う
。
身
長
差
が
あ
る
か
ら
、
兄
が
後
ろ
に
乗
れ
ば
前
も
見
え
る
し
ね
。

私
は
理
解
あ
る
妹
な
の
で
、
二
人
が
も
し
そ
う
い
う
仲
で
も
応
援
す
る
よ
！　

今
は
そ
っ
と
見
守
っ
て
お
こ
う
。

兄
が
マ
ン
ゴ
ー
の
収
穫
を
終
え
た
時
点
で
今
日
の
攻
略
は
終
了
。

安
全
地
帯
に
戻
る
と
、
ま
た
テ
ン
ト
前
に
担
架
で
運
ば
れ
た
怪
我
人
が
待
機
し
て
い
た
。

怪
我
人
、
多
す
ぎ
で
し
ょ
！　

旭
が
対
応
し
て
素
早
く
処
置
を
施

ほ
ど
こ

す
。

今
回
は
ト
レ
ン
ト
か
ら
、
ウ
ィ
ン
ド
ニ
ー
ド
ル
を
受
け
て
脇
腹
に
怪
我
を
し
た
男
性
だ
っ
た
。

ウ
ィ
ン
ド
系
の
魔
法
は
見
え
な
い
か
ら
や
っ
ぱ
り
対
処
が
難
し
い
み
た
い
だ
。

そ
う
い
え
ば
、
今
週
末
に
編
み
物
教
室
で
知
り
合
っ
た
サ
ヨ
さ
ん
と
会
う
約
束
を
し
て
い
る
か
ら
、
色
々
聞
い
て

み
よ
う
。

サ
ヨ
さ
ん
は
恐
ら
く
私
た
ち
と
同
じ
、
転
生
か
転
移
し
て
こ
の
世
界
に
や
っ
て
き
た
人
間
だ
。

私
た
ち
は
こ
の
世
界
で
は
異
端
な
の
で
、
今
ま
で
身
に
危
険
が
及
ぶ
よ
う
な
情
報
収
集
は
し
て
こ
な
か
っ
た
。

知
っ
て
い
て
当
然
の
内
容
は
聞
け
な
い
ま
ま
き
て
し
ま
っ
た
の
で
、
異
世
界
の
情
報
に
偏

か
た
よ

り
が
あ
る
の
だ
。

魔
法
に
関
す
る
こ
と
も
不
明
点
が
多
い
。

ア
マ
ン
ダ
さ
ん
は
魔
法
使
い
だ
け
ど
、
ど
う
や
っ
て
魔
法
を
覚
え
た
か
聞
け
ず
に
い
る
。

私
た
ち
も
魔
法
を
使
用
す
る
と
ア
マ
ン
ダ
さ
ん
は
知
っ
て
い
る
の
に
、
そ
ん
な
こ
と
を
聞
い
た
ら
不
審
に
思
わ
れ

し
か
も
値
段
の
高
い
宮
崎
県
産
マ
ン
ゴ
ー
に
近
い
見
た
目
だ
。

前
世
だ
と
普
通
に
一
個
三
千
円
以
上
す
る
ん
だ
よ
ね
。

フ
ル
ー
ツ
屋
で
購
入
し
た
ら
五
千
円
は
す
る
だ
ろ
う
。

そ
の
た
め
こ
の
状
況
に
つ
い
て
も
、
実
は
私
は
あ
ま
り
心
配
し
て
い
な
い
の
だ
。

現
に
兄
は
怒
り
を
忘
れ
、
嬉
し
そ
う
な
表
情
を
し
て
い
る
。

「
こ
の
階
層
は
ラ
ン
ダ
ム
に
生
る
の
が
マ
ン
ゴ
ー
な
ん
だ
な
。
今
日
は
ト
レ
ン
ト
の
森
の
中
だ
っ
た
が
、
明
日
は
場

所
が
変
わ
る
の
か
？
」

「
そ
う
な
る
と
思
う
け
ど
、
こ
れ
か
ら
も
ト
レ
ン
ト
の
森
の
中
か
も
し
れ
な
い
よ
？
」

「
明
日
、
ど
こ
に
生
る
の
か
探
す
楽
し
み
が
で
き
た
」

兄
は
満
足
そ
う
に
笑
う
。

よ
し
！　

こ
れ
で
追
及
は
終
わ
り
だ
。
今
回
の
お
説
教
タ
イ
ム
は
ゼ
ロ
だ
よ
。

異
世
界
転
移
し
て
若
返
っ
た
せ
い
か
、
最
近
兄
の
説
教
が
多
い
ん
だ
よ
ね
～
。

迷
宮
タ
イ
ガ
ー
を
従
魔
に
す
る
こ
と
は
、
明
日
マ
ン
ゴ
ー
を
見
つ
け
て
機
嫌
が
い
い
時
に
お
願
い
し
て
み
よ
う
。

猫
好
き
な
兄
の
こ
と
だ
か
ら
許
し
て
く
れ
る
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

迷
宮
タ
イ
ガ
ー
は
騎き

獣じ
ゅ
う

に
も
な
る
ら
し
い
し
、
乗
合
馬
車
の
旅
は
現
代
人
に
は
辛
い
も
の
が
あ
る
。

リ
ー
ス
ナ
ー
の
町
か
ら
迷
宮
都
市
ま
で
の
二
週
間
は
、
お
尻
が
痛
く
て
本
当
に
大
変
だ
っ
た
ん
だ
よ
。

兄
が
何
度
も
ヒ
ー
ル
を
か
け
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
真
っ
赤
に
腫
れ
て
い
た
と
思
う
。

こ
の
先
、
拠
点
を
移
す
時
は
ぜ
ひ
と
も
シ
ル
バ
ー
に
乗
っ
て
移
動
し
た
い
。
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迷
宮
都
市
の
ダ
ン
ジ
ョ
ン
み
た
い
に
、
果
物
以
外
の
キ
ノ
コ
と
か
野
菜
と
か
も
採
取
で
き
る
か
も
。
も
し
か
し
た

ら
お
米
と
か
も
…
…

宝
箱
や
隠
し
部
屋
な
ん
か
が
あ
る
ダ
ン
ジ
ョ
ン
も
、
あ
る
か
も
し
れ
な
い
な
ぁ
～
。

私
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
使
用
し
た
ら
、
お
宝
取
り
放
題
だ
よ
！

隠
し
部
屋
だ
っ
て
、
マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ら
見
つ
け
る
こ
と
も
簡
単
だ
。

え
？　

そ
れ
じ
ゃ
あ
冒
険
す
る
意
味
が
な
い
？　

探
す
楽
し
み
よ
り
実
利
を
取
る
わ
よ
当
然
！

私
が
夢
の
あ
る
ダ
ン
ン
ジ
ョ
ン
に
思
い
を
馳は

せ
て
い
た
ら
、
旭
が
治
療
代
を
受
け
取
り
、
戻
っ
て
き
た
。

自
宅
で
休
憩
後
は
、
テ
ン
ト
か
ら
出
て
ダ
ン
ク
さ
ん
ア
マ
ン
ダ
さ
ん
パ
ー
テ
ィ
ー
と
一
緒
に
夕
食
だ
。

ダ
ン
ク
さ
ん
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト
、
チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ
、
ト
マ
ト
ス
ー
プ
。

ア
マ
ン
ダ
さ
ん
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
、
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
、
ト
マ
ト
ス
ー
プ
。

私
た
ち
の
本
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ミ
ー
ト
パ
ス
タ
、
チ
ー
ズ
オ
ム
レ
ツ
、
シ
チ
ュ
ー
、
デ
ザ
ー
ト
の
キ
ウ
イ
フ

ル
ー
ツ
。

ミ
ー
ト
パ
ス
タ
用
の
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
の
肉
を
挽ひ

き

肉に
く

に
す
る
た
め
に
二
本
の
包
丁
で
叩
い
て
い
る
と
、
見
か
ね
た
ア

マ
ン
ダ
さ
ん
が
代
わ
っ
て
く
れ
た
。

「
サ
ラ
ち
ゃ
ん
。
ど
う
せ
地
下
十
四
階
の
果
物
も
見
つ
け
た
ん
だ
ろ
う
？　

新
し
い
果
物
を
食
べ
さ
せ
て
も
ら
う
お

礼
に
、
私
が
や
っ
と
い
て
あ
げ
る
よ
」

果
物
大
好
き
な
ア
マ
ン
ダ
さ
ん
が
、
男
前
な
発
言
を
し
て
く
れ
て
嬉
し
い
。

て
し
ま
う
。

ま
だ
他
の
人
の
従
魔
も
見
た
こ
と
が
な
い
。

乗
合
馬
車
は
普
通
の
馬
で
、
異
世
界
で
従
魔
が
引
く
馬
車
に
乗
れ
る
と
思
っ
て
い
た
私
は
、
馬
だ
っ
た
こ
と
に

が
っ
か
り
し
た
。
ま
ぁ
ケ
ン
タ
ウ
ロ
ス
と
か
だ
っ
た
ら
、
ド
ン
引
き
だ
け
ど
…
…

八
本
足
の
馬
の
魔
物
、
ス
レ
イ
プ
ニ
ル
は
見
て
み
た
い
！　

八
本
足
な
ら
凄
く
速
く
走
れ
そ
う
。

下
半
身
が
魚
で
上
半
身
が
馬
の
魔
物
、
ケ
ル
ピ
ー
は
水
上
で
役
に
立
ち
そ
う
だ
し
ね
～
。

ユ
ニ
コ
ー
ン
と
バ
イ
コ
ー
ン
は
、
も
う
見
た
か
ら
い
い
や
。

一
応
、
こ
こ
カ
ル
ド
サ
リ
王お

う

国こ
く

は
流
通
し
て
い
る
簡
易
な
地
図
が
あ
る
の
で
、
な
ん
と
な
く
こ
の
国
の
大
き
さ
が

把
握
で
き
る
ん
だ
け
ど
…
…

正
直
、
地
上
の
地
図
の
精
度
は
ダ
ン
ジ
ョ
ン
の
地
図
よ
り
か
な
り
落
ち
る
。

王
領
、
公
爵
領
、
侯
爵
領
、
伯
爵
領
が
、
ど
の
辺
り
に
あ
る
か
く
ら
い
の
も
の
だ
。

き
っ
と
自
分
で
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
描
い
た
地
図
の
ほ
う
が
精
度
は
高
い
と
思
う
。

で
も
、
そ
ん
な
時
間
は
な
い
の
で
今
の
と
こ
ろ
は
簡
易
版
で
十
分
。

ミ
リ
オ
ネ
の
町
と
リ
ー
ス
ナ
ー
の
町
が
あ
る
ハ
ン
フ
リ
ー
公
爵
領
、
迷
宮
都
市
の
あ
る
リ
ザ
ル
ト
公
爵
領
、
王
都

が
あ
る
王
領
が
わ
か
れ
ば
い
い
。

情
報
収
集
を
す
る
な
ら
人
が
多
い
王
都
が
一
番
だ
け
ど
、
サ
リ
ナ
―
―
リ
ー
シ
ャ
の
継ま

ま

母は
は

の
連
れ
子
が
い
る
時
点

で
却
下
だ
。

王
都
の
ダ
ン
ジ
ョ
ン
も
攻
略
し
た
い
の
に
残
念
。
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待
っ
て
た
ん
で
す
。
今
日
だ
け
で
三
人
治
療
し
ま
し
た
。
ど
う
し
て
私
た
ち
が
治
療
で
き
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
ん

で
す
か
ね
？
」

「
サ
ラ
ち
ゃ
ん
。
自
分
た
ち
が
、
か
な
り
有
名
だ
っ
て
わ
か
ん
な
い
の
か
？　

全
員
が
魔
法
使
い
で
、
そ
の
内
の
二

人
が
凄
腕
の
光
魔
法
使
い
な
ん
だ
ぞ
？　

そ
も
そ
も
ダ
ン
ジ
ョ
ン
で
単
独
行
動
で
き
る
強
い
冒
険
者
な
ん
て
い
な
い

か
ら
！
」

「
そ
う
そ
う
。
あ
ん
た
た
ち
は
、
ダ
ン
ジ
ョ
ン
で
薬
草
採
取
し
た
り
果
物
を
収
穫
し
た
り
と
目
立
ち
す
ぎ
さ
」

ダ
ン
ク
さ
ん
と
ア
マ
ン
ダ
さ
ん
か
ら
そ
う
言
わ
れ
、
な
る
ほ
ど
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
。

三
人
パ
ー
テ
ィ
ー
だ
け
で
も
目
立
つ
の
に
、
兄
と
旭
が
治
療
し
た
お
か
げ
で
有
名
に
な
っ
た
の
ね
～
。

「
目
立
つ
の
は
避
け
た
い
ん
で
す
け
ど
、
も
う
無
理
で
し
ょ
う
か
？
」

「
あ
の
な
ぁ
、
迷
宮
都
市
で
孤
児
た
ち
に
家
を
買
っ
て
、
肉
う
ど
ん
店
と
製せ

い

麺め
ん

店て
ん

を
経
営
し
て
い
る
時
点
で
そ
り
ゃ

あ
無
理
だ
ろ
う
」

「
う
～
ん
、
じ
ゃ
あ
な
る
べ
く
大
人
し
く
し
て
ま
す
」

そ
う
は
言
っ
た
け
ど
、
今
日
は
も
う
ト
レ
ン
ト
の
森
を
丸
裸
に
し
て
し
ま
っ
た
あ
と
だ
っ
た
。

マ
ン
ゴ
ー
が
ど
う
し
て
も
食
べ
た
く
て
、
気
付
い
た
ら
一
本
も
な
く
な
っ
て
い
た
の
よ
ね
。

私
た
ち
が
持
っ
て
い
る
マ
ジ
ッ
ク
バ
ッ
グ
に
は
、
ト
レ
ン
ト
は
全
部
入
ら
な
い
か
し
ら
？

全
員
が
食
事
を
終
え
た
ら
初
披
露
の
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ウ
イ
と
グ
リ
ー
ン
キ
ウ
イ
の
両
方
を
二
パ
ー
テ
ィ
ー
に
三

個
ず
つ
配
っ
た
。

「
地
下
十
四
階
で
収
穫
し
た
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
で
す
。
ど
ち
ら
の
色
も
美
味
し
い
の
で
食
べ
比
べ
て
み
て
く
だ

そ
し
て
私
た
ち
が
果
物
を
収
穫
し
て
き
た
前
提
な
ん
で
す
ね
。

挽
肉
作
り
は
ア
マ
ン
ダ
さ
ん
に
お
任
せ
し
て
、
シ
チ
ュ
ー
を
作
っ
て
い
こ
う
。

玉
ね
ぎ
、
人に

ん

参じ
ん

、
じ
ゃ
が
芋
、
コ
カ
ト
リ
ス
の
肉
を
刻
ん
で
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
で
炒
め
た
ら
、
水
を
入
れ
て
火
を

通
し
、
最
後
に
シ
チ
ュ
ー
ル
ウ
を
加
え
る
。

ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
を
作
り
、
パ
ス
タ
を
茹
で
れ
ば
ミ
ー
ト
パ
ス
タ
は
完
成
。

パ
ス
タ
を
茹
で
る
間
に
チ
ー
ズ
オ
ム
レ
ツ
を
三
人
分
作
っ
て
お
い
た
。

ミ
ー
ト
パ
ス
タ
に
は
た
っ
ぷ
り
粉
チ
ー
ズ
を
か
け
て
、
ス
プ
ー
ン
と
フ
ォ
ー
ク
を
使
い
、
ク
ル
ク
ル
巻
い
て
食

べ
る
。

ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
の
お
肉
は
本
当
に
品
質
が
よ
く
、
和
牛
の
よ
う
で
と
て
も
美
味
し
い
。

日
本
で
は
合
挽
肉
を
使
用
し
て
い
た
の
で
、
か
な
り
贅
沢
な
パ
ス
タ
だ
。

お
店
で
食
べ
た
ら
二
千
円
以
上
は
す
る
だ
ろ
う
。

自
分
た
ち
で
狩
っ
た
魔
物
は
無タ

ダ料
な
の
が
助
か
る
。

あ
ぁ
迷
宮
ウ
ナ
ギ
を
食
べ
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
に
な
っ
て
き
た
。

旭
が
今
日
は
二
十
匹
も
狩
っ
て
き
た
ら
し
い
。

水
中
の
魔
物
は
旭
に
、
果
物
は
兄
に
任
せ
て
お
け
ば
大
丈
夫
だ
。

私
は
ハ
ニ
ー
と
明
日
か
ら
薬
草
採
取
に
励
む
と
し
よ
う
。

そ
う
い
え
ば
、
気
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
聞
い
て
み
る
。

「
私
た
ち
地
下
十
四
階
は
今
日
が
初
め
て
な
ん
で
す
け
ど
、
冒
険
者
の
皆
さ
ん
が
私
た
ち
の
テ
ン
ト
前
で
治
療
を
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夢
と
希
望
が
詰
ま
っ
た
物
語
は
別
物
に
な
り
そ
う
な
予
感
が
し
た
の
で
、
恩
返
し
系
の
話
に
し
た
。

鶴
の
恩
返
し
が
い
い
か
な
と
思
っ
た
け
ど
、
鶴
が
人
間
に
変
身
す
る
の
が
、
こ
の
世
界
の
人
た
ち
に
は
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
悩
ん
だ
挙
句
、
浦う

ら

島し
ま

太た

郎ろ
う

に
決
め
た
。

浦
島
太
郎
は
虐
め
ら
れ
て
い
た
亀
を
助
け
た
お
礼
に
竜

り
ゅ
う

宮ぐ
う

城じ
ょ
う

で
も
て
は
や
さ
れ
る
が
、
開
け
て
は
い
け
な
い
と
言

わ
れ
た
玉
手
箱
を
開
け
て
、
老
人
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
話
な
ら
、
皆
も
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
か
？

前
回
、
ホ
ー
ム
内
で
購
入
し
た
紙
芝
居
の
中
に
あ
っ
た
の
で
、
一
旦
取
り
に
行
っ
て
話
し
始
め
る
。

亀
に
乗
っ
て
竜
宮
城
に
入
る
と
、
女
性
た
ち
が
舞
を
踊
り
、
贅
沢
な
料
理
が
出
て
く
る
場
面
で
、
男
性
陣
が
反
応

し
た
。

綺
麗
な
女
性
が
集
団
で
舞
を
踊
る
姿
に
は
見
惚
れ
ち
ゃ
う
よ
ね
。

浦
島
太
郎
が
時
間
を
忘
れ
て
時
を
過
ご
し
た
あ
と
、
住
ん
で
い
た
村
に
戻
る
と
知
り
合
い
は
誰
も
い
な
く
な
っ
て

お
り
、
絶
望
し
た
主
人
公
が
玉
手
箱
を
開
け
、
お
爺じ

い

さ
ん
に
な
っ
て
終
了
。

色
々
な
教
訓
が
入
っ
て
い
る
物
語
だ
け
ど
皆
理
解
で
き
た
か
し
ら
？

「
最
後
が
な
ん
だ
か
、
さ
っ
ぱ
り
し
な
い
終
わ
り
方
だ
ね
ぇ
」

「
俺
は
乙お

と

姫ひ
め

様さ
ま

と
結
婚
し
て
幸
せ
に
な
る
ほ
う
が
い
い
な
～
」

ア
マ
ン
ダ
さ
ん
と
ダ
ン
ク
さ
ん
の
感
想
を
聞
い
て
、
物
語
の
チ
ョ
イ
ス
を
誤
っ
た
か
と
、
私
は
頭
を
悩
ま
せ
る
。

そ
り
ゃ
そ
う
だ
け
ど
、
肝
心
な
の
は
そ
こ
じ
ゃ
な
い
の
よ
！

そ
の
後
は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
役
を
決
め
始
め
た
。
何
故
か
亀
役
に
人
気
が
集
中
し
て
い
る
。

さ
い
」

皮
を
剥む

い
て
横
に
輪
切
り
に
し
た
ら
綺
麗
な
模
様
が
美
し
く
見
え
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
料
理
を
担

当
し
て
い
る
リ
リ
ー
さ
ん
と
ケ
ン
さ
ん
に
教
え
る
。

「
珍
し
い
果
物
だ
ね
。
う
ん
、
私
は
グ
リ
ー
ン
の
ほ
う
が
好
き
な
味
だ
よ
」

ア
マ
ン
ダ
さ
ん
が
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
を
食
べ
て
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
。

「
私
は
甘
い
黄
色
の
ほ
う
が
い
い
わ
」

甘
い
物
好
き
な
リ
リ
ー
さ
ん
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
の
ほ
う
が
好
み
ら
し
い
。

男
性
た
ち
は
黙も

く

々も
く

と
食
べ
て
い
る
。

私
も
両
方
食
べ
た
い
の
で
二
個
ず
つ
カ
ッ
ト
し
た
。

酸
味
の
強
い
グ
リ
ー
ン
も
、
甘
み
の
強
い
ゴ
ー
ル
デ
ン
も
完
熟
し
て
美
味
し
い
。

マ
ン
ゴ
ー
は
奏
屋
で
売
れ
ば
高
値
が
つ
く
と
予
想
さ
れ
る
た
め
出
す
の
は
控
え
た
。

兄
は
マ
ン
ゴ
ー
を
食
べ
た
い
だ
ろ
う
け
ど
我
慢
し
て
も
ら
お
う
。

家
に
戻
っ
た
ら
剥む

い
て
あ
げ
る
の
で
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
サ
ラ
ち
ゃ
ん
。
披
露
し
た
人
形
劇
を
子
供
た
ち
が
喜
ん
で
く
れ
た
か
ら
、
ま
た
別
の
話
を
し
た
い
ん
だ
。
他
に
何

か
聞
か
せ
て
く
れ
な
い
か
い
？
」

ア
マ
ン
ダ
さ
ん
に
そ
う
言
わ
れ
て
即
答
で
き
な
か
っ
た
。

え
っ
、
ま
た
勝
手
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
童
話
を
披
露
す
る
つ
も
り
な
ん
で
す
か
!?

う
う
っ
、
原
作
者
の
方
に
申
し
訳
な
い
ほ
ど
の
改
変
は
し
な
い
で
ほ
し
い
ん
で
す
が
…
…
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ハ
ニ
ー
は
ハ
ニ
ー
ビ
ー
か
ら
ク
イ
ン
ビ
ー
に
進
化
中
な
の
で
、
キ
ン
グ
ビ
ー
は
従
う
か
も
し
れ
な
い
。

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
収
穫
を
し
に
ト
レ
ン
ト
の
森
に
行
く
途
中
、
ハ
ニ
ー
が
早さ

っ

速そ
く

魔
力
草
を
見
つ
け
て
教
え
て
く

れ
た
。

冒
険
者
た
ち
は
薬
草
採
取
を
し
な
い
の
で
全
て
私
が
い
た
だ
き
ま
す
。

昨
日
、
丸
裸
に
し
た
森
は
一
晩
経
ち
、
元
に
戻
っ
て
い
た
。
助
か
っ
た
～
。

突
然
消
失
し
た
ト
レ
ン
ト
の
森
に
地
下
十
四
階
の
冒
険
者
た
ち
が
騒ざ

わ

め
い
た
け
ど
、
幸
い
犯
人
捜さ

が

し
は
さ
れ
ず
、

朝
に
な
っ
た
ら
騒
ぎ
は
鎮ち

ん

火か

し
て
い
た
。

き
っ
と
ト
レ
ン
ト
の
森
が
復
活
し
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

今
後
は
丸
裸
に
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

ア
イ
テ
ム
ボ
ッ
ク
ス
内
に
山
ほ
ど
あ
る
在
庫
を
換
金
す
る
の
は
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
し
ね
。

ま
た
マ
ジ
ッ
ク
バ
ッ
グ
を
購
入
す
る
か
…
…

ト
レ
ン
ト
の
森
付
近
に
は
フ
ォ
レ
ス
ト
ウ
サ
ギ
が
二
匹
い
た
。

一
匹
は
ハ
ニ
ー
が
上
空
か
ら
針
で
刺
し
て
麻
痺
状
態
に
し
、
も
う
一
匹
は
私
が
昏
倒
さ
せ
槍
で
刺
し
、
収
納
し
て

お
く
。

ハ
ニ
ー
と
の
連
携
も
上
々
だ
。

体
長
一
メ
ー
ト
ル
あ
る
フ
ォ
レ
ス
ト
ウ
サ
ギ
の
肉
が
、
フ
ァ
ン
グ
ボ
ア
よ
り
高
い
と
聞
い
て
少
し
味
が
気
に

な
っ
た
。

魔
物
に
旬

し
ゅ
ん

は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
常
に
脂

あ
ぶ
ら

が
乗
っ
て
い
る
状
態
な
ん
だ
ろ
う
か
？

最
後
は
お
爺
さ
ん
に
な
る
主
人
公
は
誰
も
や
り
た
が
ら
な
い
。

リ
リ
ー
さ
ん
は
乙
姫
に
決
定
し
た
よ
う
だ
。
こ
れ
は
無
難
な
配
役
で
安
心
す
る
。

ダ
ン
ク
さ
ん
が
乙
姫
役
だ
っ
た
ら
断
固
抗
議
す
る
と
こ
ろ
だ
！

そ
ん
な
歓
待
は
誰
も
喜
ば
な
い
か
ら
、
主
人
公
が
早
く
竜
宮
城
か
ら
帰
っ
て
し
ま
い
、
村
に
知
り
合
い
が
全
員
い

る
状
態
で
玉
手
箱
の
出
番
が
な
く
な
る
。

ア
マ
ン
ダ
さ
ん
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
特
権
を
使
っ
て
亀
役
を
す
る
み
た
い
だ
。

は
ぁ
…
…
亀
が
主
人
公
の
浦
島
太
郎
っ
て
、
ど
ん
な
話
に
な
る
ん
だ
ろ
う
か
。

主
役
は
ち
ゃ
ん
と
出
て
く
る
の
か
？

そ
し
て
ダ
ン
ク
さ
ん
が
主
人
公
の
話
も
恐
ろ
し
い
よ
！

今
日
も
長
い
夜
に
な
り
そ
う
だ
っ
た
。

地
下
十
四
階
の
ダ
ン
ジ
ョ
ン
攻
略
初
日
な
の
に
、
ど
う
や
ら
寝
か
せ
て
く
れ
な
い
ら
し
い
。

兄
が
マ
ン
ゴ
ー
を
食
べ
た
が
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
な
ぁ
～
。

翌
日
、
朝
九
時
。
二
日
目
の
攻
略
を
開
始
す
る
。

兄
を
地
下
十
一
階
に
送
り
届
け
た
ら
、
私
は
地
下
十
三
階
に
い
る
ハ
ニ
ー
を
迎
え
に
行
く
。

ハ
ニ
ー
を
連
れ
て
地
下
十
四
階
で
薬
草
採
取
と
果
物
の
収
穫
だ
。

旭
は
迷
宮
ウ
ナ
ギ
を
狩
っ
て
く
る
と
言
っ
て
い
た
。

こ
こ
の
キ
ン
グ
ビ
ー
は
ハ
ニ
ー
が
い
た
ら
襲
っ
て
こ
な
い
の
か
な
？
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昨
日
は
ト
レ
ン
ト
の
森
を
消
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
毎
日
違
う
場
所
に
生
る
の
は
都
合
が
い
い
。

そ
ん
な
に
ト
レ
ン
ト
ば
か
り
換
金
で
き
な
い
し
ね
～
。

こ
れ
は
以
前
い
た
ダ
ン
ジ
ョ
ン
マ
ス
タ
ー
の
意
向
な
の
か
な
？

段
々
、
果
物
の
収
穫
難
易
度
が
上
が
っ
て
い
る
気
が
す
る
。

昼
食
を
と
る
た
め
に
、
一
旦
ハ
ニ
ー
と
は
こ
こ
で
お
別
れ
だ
。

ま
た
ね
、
ハ
ニ
ー
。
冒
険
者
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
上
空
で
待
機
し
て
い
て
ね
。

ハ
ニ
ー
と
別
れ
、
旭
の
も
と
へ
駆
け
出
す
。

マ
ッ
ピ
ン
グ
で
様
子
を
見
る
と
、
旭
は
既
に
迷
宮
ウ
ナ
ギ
を
狩
り
終
え
た
の
か
、
川
か
ら
離
れ
て
薬
草
採
取
を
し

て
い
た
。
き
っ
と
手
に
し
て
い
る
の
は
魔
力
草
だ
ろ
う
。

行
く
途
中
で
集
団
の
キ
ン
グ
ビ
ー
を
発
見
し
た
。

や
っ
ぱ
り
ハ
ニ
ー
が
近
く
に
い
る
と
寄
っ
て
こ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

ク
イ
ン
ビ
ー
の
蜜
袋
が
欲
し
い
か
ら
、
八
匹
の
キ
ン
グ
ビ
ー
を
倒
し
、
ク
イ
ン
ビ
ー
を
見
つ
け
て
瞬
殺
す
る
。

地
下
十
四
階
は
魔
石
取
り
が
必
要
な
魔
物
が
キ
ン
グ
ビ
ー
し
か
い
な
い
の
で
、
魔
石
取
り
の
練
習
は
で
き
な
い
な

ぁ
。
こ
れ
は
旭
に
頼
も
う
。

旭
と
合
流
し
た
ら
安
全
地
帯
に
戻
っ
て
昼
食
だ
。

地
下
十
二
階
に
い
た
兄
を
迎
え
に
行
き
、
自
宅
へ
戻
っ
た
。

今
日
の
お
弁
当
は
、
唐
揚
げ
、
少
量
の
ナ
ポ
リ
タ
ン
、
ツ
ナ
入
り
卵
焼
き
、
ア
ス
パ
ラ
の
ベ
ー
コ
ン
巻
き
だ
。

そ
れ
に
緑
色
の
毛
皮
も
ち
ょ
っ
と
欲
し
い
。

ラ
ビ
ッ
ト
フ
ァ
ー
は
肌
の
当
た
り
が
優
し
い
の
で
マ
フ
ラ
ー
と
し
て
最
適
だ
し
、
普
段
使
い
の
マ
ン
ト
の
端
を
縁

取
る
よ
う
に
つ
け
た
ら
可
愛
い
と
思
う
。

マ
ン
ト
に
は
何
故
か
フ
ー
ド
が
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
仕
様
も
度
々
私
が
洋
服
を
仕
立
て
て
も
ら
っ
て
い
る
華か

蘭ら
ん

に
伝
え
て
注
文
し
て
み
よ
う
か
な
？

フ
ー
ド
の
端
に
紐
を
通
し
て
す
ぼ
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
寒
さ
を
大
分
防
げ
る
と
思
う
。

襲
っ
て
き
た
キ
ラ
ー
プ
ラ
ン
ト
を
昏
倒
さ
せ
た
ら
、
ハ
ニ
ー
が
止
め
を
刺
し
て
く
れ
た
。

今
の
と
こ
ろ
キ
ン
グ
ビ
ー
の
集
団
は
周
囲
に
見
当
た
ら
な
い
。

こ
れ
は
ハ
ニ
ー
が
い
る
お
か
げ
か
な
？　

で
も
ク
イ
ン
ビ
ー
の
蜜
袋
が
欲
し
い
の
で
少
し
残
念
だ
。

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
生
っ
て
い
る
木
を
発
見
し
、
ま
ず
は
収
穫
し
や
す
い
よ
う
に
ト
レ
ン
ト
を
瞬
殺
す
る
。

五
日
間
で
ト
レ
ン
ト
の
山
が
で
き
そ
う
だ
。

十
本
の
木
に
生
っ
て
い
る
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
を
全
て
収
穫
し
て
満
足
し
て
い
る
と
、
二
匹
の
迷
宮
タ
イ
ガ
ー
を
見

つ
け
た
。

ト
レ
ン
ト
を
瞬
殺
し
な
が
ら
、
迷
宮
タ
イ
ガ
ー
の
も
と
に
行
き
、
脳
を
石
化
さ
せ
て
狩
り
は
終
了
。

兄
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
マ
ン
ゴ
ー
は
、
や
は
り
ラ
ン
ダ
ム
で
生
る
よ
う
で
今
日
は
ト
レ
ン
ト
の
森
に
は
な

か
っ
た
。

ど
こ
に
あ
る
の
か
マ
ッ
ピ
ン
グ
で
調
べ
る
と
、
川
沿
い
の
木
に
生
っ
て
い
る
。

付
近
に
は
迷
宮
ウ
ナ
ギ
が
い
る
か
ら
、
収
穫
す
る
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
場
所
に
生
っ
て
い
る
み
た
い
だ
。
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い
る
ハ
ニ
ー
を
呼
ぶ
。
旭
と
は
初
の
顔
合
わ
せ
に
な
る
の
で
紹
介
し
て
お
こ
う
。

「
ハ
ニ
ー
、
仲
間
の
旭
だ
よ
。
間
違
っ
て
攻
撃
し
な
い
で
ね
」

「
ハ
ニ
ー
っ
て
、
沙
良
ち
ゃ
ん
ネ
ー
ミ
ン
グ
セ
ン
ス
な
さ
す
ぎ
」

「
わ
か
り
や
す
く
て
、
い
い
名
前
で
し
ょ
？　

ハ
ニ
ー
は
ク
イ
ン
ビ
ー
に
進
化
中
な
ん
だ
よ
ね
～
。
シ
ル
バ
ー
も

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ル
フ
に
進
化
中
だ
し
。
で
も
途
中
で
名
前
を
変
え
る
と
混
乱
す
る
か
ら
、
こ
の
ま
ま
呼
び
続
け

る
わ
」

「
じ
ゃ
あ
ハ
ニ
ー
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
な
！
」

ハ
ニ
ー
は
羽
を
振
動
さ
せ
、
返
事
を
し
て
く
れ
た
。
何
気
に
蜜
蜂
の
複
眼
が
可
愛
い
と
思
う
。

挨
拶
が
で
き
て
い
い
子
だ
ね
と
頭
を
撫な

で
て
あ
げ
る
と
、
触
覚
を
ピ
コ
ピ
コ
と
前
後
に
揺
ら
す
。

お
お
っ
、
芸
が
細
か
い
な
！

先
程
倒
し
た
キ
ン
グ
ビ
ー
八
匹
を
取
り
出
し
て
、
旭
に
魔
石
を
取
っ
て
も
ら
う
の
を
お
願
い
し
た
。

ハ
ニ
ー
は
自
分
の
コ
ロ
ニ
ー
以
外
は
仲
間
だ
と
思
っ
て
い
な
い
の
で
、
キ
ン
グ
ビ
ー
か
ら
魔
石
取
り
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
を
見
せ
て
も
問
題
な
い
。

私
は
そ
の
間
、
襲
っ
て
き
た
フ
ォ
レ
ス
ト
ウ
サ
ギ
を
ハ
ニ
ー
と
一
緒
に
狩
っ
て
い
た
。

緑
色
の
毛
皮
は
需
要
が
あ
る
の
か
な
ぁ
？

白
色
だ
っ
た
ら
色
ん
な
色
に
染
色
で
き
て
便
利
だ
っ
た
の
に
。

マ
ン
ト
の
端
に
つ
け
た
い
け
ど
、
緑
色
は
マ
ン
ト
の
色
を
考
え
な
い
と
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
。

二
本
角
の
フ
ォ
レ
ス
ト
ウ
サ
ギ
の
上
位
種
に
は
、
毛
皮
が
茶
色
や
黒
色
や
白
色
の
も
い
る
か
も
？

唐
揚
げ
は
揚
げ
た
て
を
収
納
し
た
の
で
、
熱
々
の
状
態
で
別
の
皿
に
出
す
。

切
っ
た
レ
モ
ン
を
絞し

ぼ

っ
て
か
け
る
と
さ
っ
ぱ
り
し
て
食
べ
や
す
い
。

旭
は
ケ
チ
ャ
ッ
プ
派
だ
っ
た
の
で
、
小
皿
に
ケ
チ
ャ
ッ
プ
を
入
れ
て
置
い
た
。

「
お
兄
ち
ゃ
ん
、
マ
ン
ゴ
ー
は
や
っ
ぱ
り
ラ
ン
ダ
ム
に
生
る
み
た
い
だ
よ
」

私
は
兄
に
そ
う
伝
え
る
。

「
じ
ゃ
あ
今
日
は
、
ト
レ
ン
ト
の
森
に
は
な
か
っ
た
の
か
？
」

兄
の
目
が
キ
ラ
リ
と
輝
く
。

「
う
ん
。
場
所
は
探
す
楽
し
み
が
な
く
な
る
か
ら
言
わ
な
い
け
ど
、
違
う
所
に
あ
っ
た
」

「
森
の
ダ
ン
ジ
ョ
ン
は
面
白
い
。
他
に
ど
ん
な
果
物
が
生
っ
て
い
る
の
か
楽
し
み
だ
な
」

「
私
が
欲
し
い
の
は
、
メ
ロ
ン
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
イ
チ
ジ
ク
、
苺

い
ち
ご

、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
、
柿
、
バ
ナ
ナ
か
な
ぁ
」

「
沙
良
ち
ゃ
ん
、
そ
れ
も
う
ほ
と
ん
ど
全
部
じ
ゃ
ん
！
」

私
の
果
物
の
希
望
を
聞
い
た
旭
が
、
兄
と
の
会
話
に
入
っ
て
く
る
。

「
果
物
は
ど
れ
だ
け
あ
っ
て
も
嬉
し
い
の
。
メ
ロ
ン
は
赤
肉
と
青
肉
、
両
方
あ
る
か
し
ら
？
」

「
確
か
に
メ
ロ
ン
が
あ
る
と
い
い
な
」

ダ
ン
ジ
ョ
ン
の
森
に
生
る
果
物
の
話
で
盛
り
上
が
り
つ
つ
、
食
事
を
終
え
た
ら
二
回
目
の
攻
略
開
始
だ
。

兄
を
地
下
十
二
階
に
送
り
、
旭
と
二
人
で
地
下
十
四
階
に
戻
っ
た
。

も
う
ハ
ニ
ー
を
従
魔
に
し
た
こ
と
は
兄
と
旭
に
話
し
て
い
て
内
緒
に
し
な
く
て
も
い
い
か
ら
、
上
空
で
待
機
し
て
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日
本
で
は
ウ
サ
ギ
は
可
愛
い
小
動
物
だ
っ
た
け
ど
、
異
世
界
に
来
て
最
初
に
角
ウ
サ
ギ
を
見
た
瞬
間
に
そ
の
イ

メ
ー
ジ
は
崩
壊
し
た
。

異
世
界
の
ウ
サ
ギ
は
狂
暴
だ
っ
た
…
…

そ
し
て
普
通
に
食
肉
と
し
て
食
べ
ら
れ
て
い
る
。

寂
し
い
と
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
日
本
の
繊
細
な
ウ
サ
ギ
の
イ
メ
ー
ジ
は
全
く
な
い
。

実
際
、
寂
し
く
て
死
ぬ
こ
と
は
な
い
ん
だ
け
ど
ね
～
。

き
っ
と
こ
の
世
界
の
人
に
ウ
サ
ギ
の
こ
と
を
聞
い
た
ら
、
肉
と
即
答
さ
れ
そ
う
だ
…
…

旭
が
取
り
出
し
て
く
れ
た
魔
石
を
受
け
取
り
、
迷
宮
タ
イ
ガ
ー
を
狩
り
に
ト
レ
ン
ト
の
森
へ
向
か
う
。

目
的
の
魔
物
を
森
の
中
央
で
発
見
。

昨
日
の
失
態
を
踏
ま
え
て
、
今
日
は
一
直
線
に
道
を
作
り
、
迷
宮
タ
イ
ガ
ー
に
近
付
い
た
。

や
っ
ぱ
り
従
魔
に
し
た
い
な
ぁ
。

兄
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
ホ
ー
ム
に
設
定
し
た
ら
、
し
ば
ら
く
冒
険
者
活
動
を
休
止
す
る
予
定
な
の
で
移
動
に
使
え
る

魔
物
が
欲
し
い
。

た
ま
に
は
異
世
界
を
旅
し
て
み
る
の
も
悪
く
な
い
で
し
ょ
。

野
営
は
マ
ジ
ッ
ク
テ
ン
ト
を
設
置
し
て
、
自
宅
に
帰
れ
ば
い
い
だ
け
だ
し
。

そ
れ
は
野
営
じ
ゃ
な
い
と
い
う
言
葉
は
聞
こ
え
な
い
振
り
を
し
よ
う
。

お
風
呂
大
好
き
な
日
本
人
だ
か
ら
野
営
な
ん
て
無
理
で
す
。

馬
車
は
自
動
車
と
違
い
、
乗
り
心
地
が
非
常
に
悪
い
。
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そ
れ
に
迷
宮
タ
イ
ガ
ー
は
美
し
い
魔
物
だ
か
ら
大
変
見み

栄ば

え
が
い
い
。

大
き
な
魔
物
だ
し
、
兄
と
旭
の
移
動
手
段
と
し
て
最
適
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど
な
ぁ
。

兄
に
お
願
い
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
ね
。

と
り
あ
え
ず
、
今
い
る
迷
宮
タ
イ
ガ
ー
は
狩
っ
て
し
ま
お
う
。

ま
た
三
時
間
も
す
れ
ば
出
現
す
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
か
ら
二
時
間
後
、
兄
が
果
物
の
収
穫
を
終
え
て
地
下
十
四
階
の
安
全
地
帯
に
帰
っ
て
き
た
。

そ
れ
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
で
確
認
し
、
私
と
旭
も
安
全
地
帯
に
戻
る
。

お
っ
と
、
怪
我
人
が
待
機
し
て
い
た
ら
し
い
。

兄
が
怪
我
の
状
態
を
見
て
水
を
か
け
、
傷
口
を
洗
い
流
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

肩
を
フ
ォ
レ
ス
ト
ウ
サ
ギ
の
角
で
刺
さ
れ
た
み
た
い
だ
。

怪
我
を
負
っ
た
男
性
は
既
に
鎧
を
脱
が
さ
れ
、
上
半
身
裸
に
な
っ
て
い
る
。

私
は
、
そ
の
鍛
え
抜
か
れ
た
体
に
惚
れ
惚
れ
と
し
て
し
ま
う
。

冒
険
者
た
ち
は
日
頃
か
ら
鍛
錬
を
怠

お
こ
た

ら
な
い
の
か
、
い
い
体
つ
き
を
し
て
る
人
が
多
い
。

鎧
を
着
て
い
て
も
わ
か
る
く
ら
い
に
、
引
き
締
ま
っ
た
体
形
を
し
て
い
る
。

そ
う
い
え
ば
、
太
っ
て
お
腹
が
出
て
い
る
よ
う
な
人
は
見
か
け
た
こ
と
が
な
い
か
も
？

魔
物
を
狩
る
の
は
肉
体
労
働
だ
か
ら
、
あ
る
程
度
の
年
齢
に
な
る
と
引
退
す
る
よ
う
で
高
齢
者
は
い
な
い
。

迷
宮
都
市
の
よ
う
な
大
型
の
ダ
ン
ジ
ョ
ン
に
は
Ｂ
級
冒
険
者
が
集
ま
る
の
で
、
年
齢
層
は
大
体
三
十
代
か
ら

四
十
代
。

そ
れ
で
も
全
員
が
私
た
ち
よ
り
年
下
な
ん
だ
け
ど
…
…

魔
法
使
い
も
、
M
Ｐ
に
は
限
り
が
あ
る
か
ら
、
剣
や
槍
も
使
え
る
よ
う
に
鍛
錬
し
て
い
る
み
た
い
で
、
見
た
目
で

は
魔
法
使
い
だ
と
判
断
で
き
な
か
っ
た
。

唯
一
、
治ち

癒ゆ

術じ
ゅ
つ

師し

だ
け
が
ち
ょ
っ
と
華き

ゃ

奢し
ゃ

に
見
え
る
く
ら
い
だ
。

ア
マ
ン
ダ
さ
ん
も
女
性
で
魔
法
使
い
だ
け
ど
、
脱
い
だ
ら
腹
筋
が
割
れ
て
そ
う
な
感
じ
だ
し
ね
。

な
ん
に
せ
よ
冒
険
者
た
ち
は
私
の
性
癖
ど
真
ん
中
で
あ
る
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
、
治
療
を
終
え
た
兄
が
お
金
を
受
け
取
り
、
帰
っ
て
き
た
。

ホ
ー
ム
の
自
宅
に
戻
っ
て
休
憩
後
、
三
回
目
の
攻
略
を
開
始
す
る
。

兄
は
マ
ン
ゴ
ー
の
生
る
木
を
見
つ
け
に
駆
け
出
し
た
。

マ
ッ
ピ
ン
グ
で
あ
と
を
追
い
か
け
る
と
、
躊た

め
ら躇

う
こ
と
な
く
一
直
線
に
川
へ
向
か
っ
て
い
る
。

一
体
ど
ん
な
嗅
覚
を
し
て
い
る
の
か
、
う
ち
の
兄
が
謎
す
ぎ
る
。

魔
力
草
と
同
じ
で
魔
力
を
感
知
す
る
セ
ン
サ
ー
で
も
つ
い
て
る
の
か
し
ら
？

私
は
兄
が
戻
っ
て
く
る
ま
で
旭
と
ト
レ
ン
ト
狩
り
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

川
に
生
息
し
て
い
た
迷
宮
ウ
ナ
ギ
は
午
前
中
に
旭
が
全
滅
さ
せ
た
か
ら
、
す
ぐ
に
マ
ン
ゴ
ー
の
収
穫
を
終
え
、

帰
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
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三
十
分
ほ
ど
し
て
満
足
そ
う
な
表
情
の
兄
が
戻
っ
て
き
た
。

よ
し
機
嫌
が
い
い
今
が
チ
ャ
ン
ス
だ
！

「
お
兄
ち
ゃ
ん
、
マ
ン
ゴ
ー
見
つ
か
っ
た
？
」

「
あ
あ
、
今
日
は
川
沿
い
に
あ
っ
た
ぞ
」

そ
う
言
っ
て
兄
が
地
下
十
一
階
か
ら
地
下
十
四
階
で
収
穫
し
た
果
物
を
マ
ジ
ッ
ク
バ
ッ
グ
か
ら
出
し
て
く
れ
た
の

で
、
私
は
そ
れ
を
ア
イ
テ
ム
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
替
え
る
。

相
変
わ
ら
ず
凄
い
量
の
果
物
だ
。

「
ト
レ
ン
ト
の
森
に
迷
宮
タ
イ
ガ
ー
が
い
る
で
し
ょ
？　

お
兄
ち
ゃ
ん
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
ホ
ー
ム
に
設
定
し
た
ら
、

異
世
界
を
旅
し
て
み
た
い
ん
だ
よ
ね
。
移
動
す
る
の
に
丁
度
い
い
騎
獣
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど
、
従
魔
に
し
た
ら
駄
目

か
な
？
」

兄
は
私
の
言
葉
を
聞
き
、
一
旦
吟ぎ

ん

味み

す
る
よ
う
に
眉
根
を
寄
せ
て
考
え
込
む
。

「
沙
良
、
今
M
Ｐ
は
ど
れ
だ
け
あ
る
ん
だ
？
」

兄
が
長
考
の
末
、
口
を
開
い
た
。

ど
う
や
ら
今
回
は
最
初
か
ら
駄
目
だ
と
い
う
展
開
に
は
な
ら
な
い
ら
し
い
。

迷
宮
タ
イ
ガ
ー
に
騎
乗
し
て
み
た
い
の
か
な
？

そ
し
て
私
は
レ
ベ
ル
29
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
レ
ベ
ル
だ
っ
た
時
の
M
Ｐ
を
伝
え
る
。

レ
ベ
ル
29
の
時
の
M
Ｐ
は
１
４
４
０
で
、
シ
ル
バ
ー
と
ハ
ニ
ー
を
従
魔
に
す
る
た
め
に
は
そ
れ
ぞ
れ
M
Ｐ
が

１
３
０
必
要
。

二
匹
を
従
魔
に
し
て
い
る
と
、
常
に
こ
の
２
６
０
を
消
費
し
た
状
態
に
な
る
の
で
、
残
り
は
１
１
８
０
だ
。

「
M
Ｐ
な
ら
１
１
８
０
あ
る
よ
」

お
母
さ
ん
、
子
供
の
頃
に
算そ

ろ

盤ば
ん

を
習
わ
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

暗
算
が
今
非
常
に
役
立
ち
ま
し
た
。

わ
ず
か
一
秒
足
ら
ず
で
答
え
を
出
し
た
の
で
不
審
に
は
思
う
ま
い
。

実
際
は
レ
ベ
ル
35
で
M
Ｐ
が
１
７
２
８
あ
っ
て
、
使
え
る
M
Ｐ
は
１
４
６
８
だ
け
ど
ね
。

「
そ
う
か
、
M
Ｐ
が
１
０
０
０
以
上
あ
る
な
ら
一
匹
従
魔
に
し
て
い
い
ぞ
」

「
本
当
!?　

あ
り
が
と
う
、
お
兄
ち
ゃ
ん
！　

じ
ゃ
あ
今
か
ら
迷
宮
タ
イ
ガ
ー
の
と
こ
ろ
に
行
こ
う
！
」

兄
か
ら
、
魔
物
を
従
魔
に
す
る
許
可
を
も
ら
っ
た
の
は
初
め
て
だ
。

マ
ッ
ピ
ン
グ
で
迷
宮
タ
イ
ガ
ー
が
二
匹
出
現
し
て
い
る
の
を
確
か
め
て
、
私
は
ご
機
嫌
で
駆
け
出
す
。

「
こ
ら
っ
、
嬉
し
い
か
ら
っ
て
俺
た
ち
を
置
い
て
走
り
出
す
ん
じ
ゃ
な
い
!!
」

後
ろ
の
ほ
う
で
兄
が
何
か
言
っ
て
い
た
け
ど
、
既
に
か
な
り
離
れ
て
い
る
の
で
聞
こ
え
な
い
振
り
だ
。

迷
宮
タ
イ
ガ
ー
は
ト
レ
ン
ト
の
森
の
奥
深
く
に
い
る
こ
と
が
多
い
。

先
程
ト
レ
ン
ト
を
狩
っ
て
中
央
ま
で
道
を
作
っ
た
の
で
、
中
央
ま
で
は
ト
レ
ン
ト
か
ら
攻
撃
を
受
け
ず
に
走
り
抜

け
る
。

道
が
途
切
れ
た
ら
迷
宮
タ
イ
ガ
ー
ま
で
一
直
線
に
な
る
よ
う
に
、
ト
レ
ン
ト
を
瞬
殺
し
て
収
納
し
て
い
く
。

マ
ッ
ピ
ン
グ
を
使
用
す
る
と
、
本
当
に
効
率
よ
く
攻
略
が
で
き
る
の
で
助
か
る
わ
～
。

迷
宮
タ
イ
ガ
ー
ま
で
あ
と
数
メ
ー
ト
ル
と
い
う
と
こ
ろ
で
立
ち
止
ま
っ
た
。


